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鍋嶋主水家文書
鍋山鳥主水家文書解題
未詳(大限家旧政か)
1695点 (284冊・ 1391通・ 20巻)
未詳(大正11年，大限文書と同時受JI世か)
〔文書の伝来] 本文書は， !I巴前佐賀35万7千石余(外高)を領知した外様大名鍋嶋藩の家老格
であった鍋嶋主水家のものである。その伝来関係の詳細は不明であるが，元来，佐賀藩には鍋嶋
氏を称する家が多しこの主水家も，近世初頭に初代石井茂呈が鍋嶋直茂の製養子となって以来
一貫して鍋嶋氏を称、し，本書普の家老格として幕末まで存続した。その歴代当主のみの略系図と関
連記述を抜粋すると，下記のようになる(文書番号J1・J7)。
①茂里一鍋嶋主水佑，初名太郎五郎，平五郎，左衛門太夫，又平五郎，四郎兵衛，初
号家俊，法名見性院殿，法山日妙大神儀，実ハ石井安芸守信忠子，実母ハ石
井前左衛門尉女，始，直茂養子而， li!量為惣領，其後実子勝茂依出生，辞而不
嗣家，慶長15年8月8日於杵嶋郡佐留志卒去，年420
②茂宗一鍋嶋淡路守，童名彦土丸，中比孫四郎，右馬B力，初メ茂旨，母ハ天林，前加
州太守直茂公之女，正保2年4月5日卒。
③武興一鍋嶋主7)(佑，室ハ多久美作守茂辰嫡女，母ハ鍋嶋図書茂冨嫡女，延宝4年 7月
13日卒，於神埼郡牟田ケ里之館逝。
④直朗一鍋嶋主7)({右，室ハ光茂公之姫，実ハ鍋嶋紀伊守元茂(小城務祖)末子。貞享3
年9月14日武州桜田於卒去。
⑤茂清一母ハ光茂公女，主水，万五郎，掃部，図書，始称元連，直I:e.，-茂主，元文5
年8月3日卒。室ハ鍋嶋弥平左衛門茂樹女。
⑥茂和一幼名伊勢熊
以上が，本文書中の系図類に記されている歴代であるが，その出生と家督と没年とを別の史
料(M6)によって表示すれば，第(1)表となる。享保以降の
記録は欠けているが，他の史料によると，年代は不詳である[1 ] 
が，茂親，茂和，茂春が歴代となっている。初代の茂里以前
について若干ふれておくと，「石井系図J( J 10他)が数巻あり ，
その系譜は，忠衡(建長6年8月関東下総国猿島郡石井庄初而下
向)一忠光(初而号石井)-(5代田島)ー 忠国(JIE前国小城下向， 小
郡主千葉介と依為親族也)ー(4代略)ー 忠、次(永禄6年6月22日於
三娘君15中野城箪忠被杭)一信忠(天正12年3月24日於島原討死)一一
茂里とある。また I鍋嶋主水家系図J(J 7)'丸本家鍋嶋系図
に接続しており， 1育房一直茂一茂里(弟に勝茂をおく) 茂宗
(下略)となっている。こうしたことは，鍋嶋本家の場合，主
家電造寺氏との関係で，その封を円満譲与したとかいわれて
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いるが，談与以前の問題として，その族縁関係から，直茂の父清房が竜造寺家純の饗となり，直
茂自身も竜造寺政家の養子となっている。こういったことは， もちろん政治的な背景があるにせ
よ，家格の維持という点からすれば，近世初頭における一般的なことといわねばならなし、。主水
家の場合も，本家のこういった経緯と同様に，一旦は茂里が直茂の養子となりながら，天正7年
に勝茂が生まれたことによって，鍋嶋姓をもったまま家臣に復されたのである。「茂里公譜J(J 17) 
には，主水家の直接の始祖は，茂里の高祖父にあたる石井忠吉とある。主水家についての部分的
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な記述のみられる『佐賀県史』中巻では，主水家の本姓を検岳としているが，それは「佐賀県史料集
成』古文書編第 6巻に所収の少弐氏系「横岳家文書」との混同から起こ った ことで，その出典が不
明なことや，石井鍋嶋を示す勝茂宛の「石井系図J( J 13)など，数巻が本文書ーやに残存しているこ
とから考えても，本姓は石井氏とすべきであろう。
初代茂里の時期は，幕務体制形成期に相当し，文字どおり rli攻国乱世の激動期」てーあった。そ
うした経過を示す記録は，本文書中に「勲功喜J( J 45他)， r由緒書J( J 29他)として多〈残ってい
るが， とくに，茂里については，「茂里公譜J( J 17)に，天正12年の有馬・島津氏とのli没(仏法陣)，
天正15年の秀吉の九州平定に際しての従軍，同15年の肥後の佐々成政領内における一様討伐，文
禄・慶長の朝鮮役での先陣，度ー長5年の立花宗茂征伐(柳川陣)などに，その箪事的行動を顕著に
みることができる。この聞における関ヶ原|埠に西寧に属すといった悩勢*1断のまずさがあったに
しろ，幕藩制成立期のこれら主要な!被いで，主水家は， ')常に鍋山(，¥J1Iの先陣として活躍している。
慶長12(1607)年，竜造寺家の断絶により，名実ともに鍋嶋滞が成立し，これ以後，主水家は，
本存在の三支務，親類格，親類同格につぐ家老格として，務政での重責をになっていくが，家老格
となった時点，および成立の事情などの詳細は不明である。しかしながら.鍋嶋務成立J切におい
て，竜造寺氏庶家一門の勢力が大きな比重を占めていた事情をJ号えるならば，すでに茂里の1寺JYI
に，鍋嶋一門として定着していた主水家が，かれらに対比されて家老格とされた背景は容易に推
定される。
主水家についての従来の研究は，ほとんどみあたらないが，ほぽ同様の性格をもっ家右絡の
神代鍋嶋氏については，藤野保氏の研究(佐賀務における知行地の存在形態『幕務体制史の研究』所収)
があり，親類同格の多久鍋向島氏については，三木俊秋氏の研究(佐賀務における知行地の問題『務社
会の研究』所収)がある。 また，本務の初期財政との関連から，城山正祥氏が数篇の報告(詳細は略
す)を書トいているのが参与ーとなる。鍋向島藩においては，基本的には地方知行制をとっており，家老
格以上の諸家については，大配分と祢して，本藩知行地のうちを分割して再配分している。藤野
氏によれば，こうした大配分知行地においては，本藩から独立した相当独向の知行地行政を地行
し，本藩の郡奉行一代官一庄屋といった支配系列より一応独立して，知行地の政治に必要な峨jll
を設置し，家老以下の陪臣をこれにあて， しかも逆に|培臣の知行地は， 自己に属する庄屋 ・村役
の支配系列のなかに包括して，かれらの知行権を完全に吸収して，かくして知行地に対する強力
な支配体制を形づくっていたとしている。そして，これら大配分に対する本藩の統制は 1佐賀
参勤の強化， 2.借地名儀の知行地の没収，歳入地の分散配置， 3.本務役方の交替分1'8.といった型
で強化されていたとしている。主水家についてもほぼ同様のことがいえるが，ただ享保17年 9月
に，家老格の一部を小配分に格下げした措置があり，その時の主水家の記録(M6)によると，
御家老中私領者，小配分之格ニ候条，鍋嶋主水知行之{義，前々者都而大部分ニ被j!1I付
置候，
とあり，その家格についても，同書元文2年12月条に，
主水家来之儀，以前ハ多久・武雄・諌早・須古之御家来之絡ニ勤来，須古御家来之次
座ニ年始モ勤候，
とあり，その家格の親類同格であることを主張している。これらをみても明らかなように，主水家
については，享保期に家格の格下げがなされたようで，これ以後の務l攻に閲する直嬢的史料を欠
〈原因ともなっている。しかしながら，後述するように，茂皇以来勤めてきた半制上の先手組大
組頭の位置は，幕末まで一貫して変わらなかった。
〔文書の内容〕 まず分類項目5J1jの文書数を表示する。本文古の第 lの特色は，主水家に|謝す
るものと，本藩のものとが混在していることである。その 2は，年代的にj!l:世初頭のものが多い
ことである。これは，初期における主水家の藩政内での位置にかかわるものである。本文書中の
「御感状長持本帳J(M3)は，寛政年間に，主水家で文書調査をしたl僚の記録であるが，それによ
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末
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役陣 役jl!ド 主E長日 令 状 :j文 f生 役 番 手者 状 f生 録 政 用 社 ネL~ 巻 祁i
ill}f-28 21 。o I 7 57 12 2 9 36 。9 9 54 5 2 4 16 12 1 。284 
.1k物 10 1 17 42 13 9 4 8 5 21 26 8 1 545 470 6 2 87 5 12 99 1391 
1き「 。。 1 。。。。15 。。。2 。。。o I 2 。。20 
合計 38 22 17 42 21 66 16 10 14 72 26 17 10 601 475 8 6 103 19 13 99 1695 
ると，主に対本藩関係の 220点余の重要文書を書き上げているが，それらの約 7割程度が本文書:
中に現存していることが明らかである。以下，本藩と主水家との区別がかならずしも明確でない
部分も多いが，本文書中の内容的な特色について，気づいた点のみ略述しておく。
まず，藩法令に |期して ， 鍋嶋務初代l勝茂が集大成した「鳥子l綬」があるが，これには，~安 5
年のものと明暦元年改定のものとがあるが，本文書中にも明暦元年改定のもののかなり詳しい抜
惹(B8)が伝わり，他に幕府法を初め関連する諸法令を集大成した「御当家令{I条j12冊 (B7)が伝
存する。次に主水家配分の知行地に関する基本台帳としての「田畑本帳j，r屋敷本帳j，r出来方帳J
及び「村絵図」については，享保17年段階のものが， (m)表のように伝存している。これは，全知
行地のほぼ半数に相当する(知
行関係の詳細は後述する)0 [nr] 
次にJ.1):役関係については，佐
賀滞においては，やはり j勝茂
の時代に，分|援にもとづく組
消到が定められているが，そ
の先手組としての「主水家組
以」の着到が，初期のものを
中心に合計12冊も揃っている
(詳細Iは後述)。残念なことに中
J-tJjのものが存在しない。また，務の ll~ 政 9!1~にともなって ， 各務では藩札を発行してその打開策の
ーっ としているが， f.左fI務においては，立保20年以後銀札を発行し，その後一時中断はしたが，
8代治茂は銀札の名称、をさけて，この繕独特の米筈の発行を始めた。本文台中にその米筈発行にあ
た っ た j己〆方の手Jf~が多数存在していることから考えると ， 主水家がある期間に米筈の発行を司
った米会所の役職を担当していたことが知れる。こうした藩財政上の役務に主水家が関与したこ
とは，他の史料からも伺えるが r鍋M~直正公伝J (第 1巻165頁)によれば，文化5年に「鍋嶋主水
は，当時，相続方政方頭人たりしが，大坂出発に先ち，長崎英鑑の失態を引責して免職したり」
といった記述もみえている。
幕滞市IJ確立の画期として注目される島原の乱は，佐賀藩にとっては，その地理的条件及び関
ケ原役での西箪加担の失敗といった点で，藩の威信をかけた出兵であった。 各藩の中でももっ と
も多い動員数を誇っている点，あえて軍令違反を犯してまで原城一番のりを敢行した点でも，こ
の出兵にかけた佐賀藩の決意が伺われる。 本文書中に も出兵に よる死者 ・負傷者の書き 上げ(H5
・6)，民主城攻撃の|祭の諸士の戦功書(H7・9)など がみられる。また，乱後の寛永19年に，佐賀務
は筑前黒田藩と隅年交替で， 長崎笹国を命ぜられるが，主水家もしばしばこの長崎御番に従軍 し
ていることが，諸記録(M6)などに散見しており， これが佐賀藩財政上の最大負担になっていく
ことは，従来多〈説かれているとお りであ る。本文書中の正徳 3年の「長崎御番所記録j(G4-10)
は，その詳細を語るものである。幕末における佐賀藩は，西南雄藩のーっ として，幕政内で微妙
な位涯を 占めることになるが， 天保8年の大塩の乱では，大坂蔵屋敷からの要請により出兵し
UlI-i4 村 名 国側l村長 屋敷板 出米)J I~J~ 村絵図 |
続命院村 。 。 。
向 山f} 村 。
キ艮 藤 念 村 。 。
tjl 東 i!柱 ホI 。 。
者T 人 十I 。
神 上東郷衣村
。
上西郷肉村 。
I奇 上西郷里子自里村 。 。 。 。
Am 本 堀 村
。 。 。
牟目ヶ里村 。 。 。
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(I1・2).下って長州征伐でも幕府側として出兵しているが，戊辰の役では，討幕寧として東山
道を下ったようである。その際，野州今市における陣中日記(1 8 )や関連絵図(112-14)が本文書
中に伝存する。
以上が，本文書中の比較的まとまりをもつものの主なものであるが，他にー， 二の自につい
たものを列記すると，主水家はもちろんのこと，他の鍋嶋諸家のi成功番(J 48-55)がまとま って
いること，本務主(C)及び諸鍋嶋家(D)からの内容の豊かな諒一状類が多いこと， こうしたことと
関連して，儀礼(Q)茶事(R)などに関するものが多いことなどである。最後に，主水家の家政的
な内容を知るものとして，「鍋嶋主水家日記J(M 6)の利用価値の大きいことをあげておきたい。
〔鍋嶋主水家について〕 略系・由緒については，既述したので，ここでは，主水家の知行お
よび軍役関係について略述しておきたい。まず，本文書中の「着到」に記載の主水家分の知行・軍
役関係を表出すると.(N)となる。これで明らかなように，寛永以降は，知行高7500石， 物成
[N] 文記 年 当 匁l 鉄 弓 鎚 鋭t翁官 与キ 釆 又 メロ当、
砲 馬 馬 玉
書号 号 王 行(石) {伺 ¥*& {禍 l胡 (49 (49 {正j (iI') 従(人)
F 1 元手口9 右馬助 4406 27 26 26 。。5 I 7 159 
F 3 究永18 淡路守 7500 30 30 30 60 
。。1 I 13 360 
主水{右 。3 3 3 3 。1 l 20 
F 5 正保 2
淡路 z寸 7500 30 30 30 60 。。1 I 1 360 
2 )-J 主水{右 。3 3 3 3 。。l 1 20 
F 6 |司4月 主水佑 7500 30 30 30 60 。。1 I 1 360 
F 8 慶安2 主水f右 7500 30 30 30 60 。。1 I 1 360 
F9 冗文l主水 7500 3 3 3 6 。。1 I 12 396 加米 300
F11 天平日3主水 7米500 3 3 3 6 。。1 I 12 396 加 300
F 14 元禄12主水 7500 ] 30 30 30 60 。。1 I 1 360 [300 
F 42 宝暦10主水 [300凶 30 15 30 30 30 5 1 5 180 
F 49 宝暦12主水 [3000) 30 30 30 60 。。1 I 1 360 
F 53 嘉永2主水 [300凶 30 30 30 60 。。1 I 1 360 
F 54 文久2府之助 [3000) 60 。01 60 。。1 I 1 360 
? ? ???????。 ?? ? ????????
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?
?????
?
???
? ?
??????。
?
?
』 ? ??。???
?
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? ?
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?
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?
3000石に固定している。『佐賀県史』中巻(5・110頁表)によると，嘉永4年には知行高l万石，物
成3000石となっているが，これは知行高を三ツ成計算で物成高が出されたからであ って，佐賀藩
の場合，通常は凶ツ成計算なので. 7500石が一貫した知行高である。主水家では，この実質の物
成3000石の知行地をどこに所有していたかというと，貞享5年め党書(M4)によ ると，
1.神崎郡牟凹ケ里村 上 向郡志波屋村 1.向都下志波屋村
1.同郡的村(相配分) 1.同君1i本堀村 1.同郡布施村
1.同郡丙村
1.同郡新村
1.同郡藤倉村
1. 同郡衣村 1.三十良郡苦手人村
1.同郡続命院村 1.同君1東津村(相配分)
1.高木郡小豆崎村(諌早領)
右14ケ村，鍋嶋掃部(茂清)知行内
となり，相配分の 2カ村および飛地の諌早領小豆)IJ奇村を含めて14カ村が，その知行地の全貌であ
る。そのうち，表CIIl)にみえる田畑本帳の残っている数カ村については，享保17年時におけるそ
鍋嶋主水家文書
の規模および年貢高(物成高)が明らかとなる。 [v]
それを表示すると(vJとなる。
これ以外に，田畑本|恨の残っていない数カ村
や，田方帳のみのところについては，畑方帳
の音~分や，屋敷帳などを合算して，その総体
が物成3000石ということになるわけである。
これらの知行地は現在の神崎郡神崎町から，
三養基郡三根町にかけての地域の現地名に確
認でき，ほぽまとまった地域であったことが
知れる。しかしながらこうした型に固定する
神
山奇
者1
fH 
郡
メ'"与、
牟田ケ里村
本招村
野目ケ里村
統命院村
東 i幸村
藤倉村
計
田畑(町T) 地米(石) イ助 考
22.8222 275.515 団方のみ
30.2211 339.568 田方のみ
29.9903 274.062 田方のみ
29.5422 290.018 
22.9309 150.924 
15.9401 51.703 
までには，数!支の替地があったと忠、われ，たとえば，慶長15年以前に，勝茂より茂里に与えられ
た書状(A2)には r貴所きるし(佐留志=杵島郡江北町)の知行手とおく候て，にはかに被官共用
所之時，きためて不自由ニ候はんと存候間，加州、[(直茂)談合申，さるしの内を下かせ(下嘉瀬=佐
賀市久保田町)に替候て進之候， くはしくは市介可申述候」とあり，その初期において，替地のあ
ったことが示されている。知行地が表(vJのように固定したのは，表(NJとの関連などから考え
て，寛永末年であったと恩われる。こうした大配分知行地に対しては，時期によって本藩から出
銀が謀せられ，物成高の笑質はさらに少なくなっている場合が多い。貞享4年の場合についてみ
; e，党書(M4)として，
1.知行物成3千石，此出銀151'1自，右ハ当暮出銀也
1.力日米3百石，此出銀1貫5百目
右ハ当暮出銀に相j成候，以上。
とあり，翌5年正月条には，それがr8分出銀」であったと記されている。これとは逆に，中期以
降の諸士の財政窮乏が逼迫する過程で，本藩が多額の金銀を貸し付けている場合も多い。享保17
年 9月の場合を例示すると (M6)， 
従公儀御拝借金2万両相i斉，於大坂被相渡筈之由也，拝借金参着之分御割方ニ而被相
j町長内，物成 3千石，但10石付市12匁8分 5鹿 6毛，銀3賞856匁9分 8厘，代金6
4両 1歩と 1匁 9分8厘
といった具合にである。こういった借銀は，その後何年にもわたって割賦としてその知行から返
済せねばならないので，実質的な物成高はますます少くなっていたと思われる。それはともかく
として，主水家では，こうした知行地に対して，地方(じかた)に三根・神崎代官と小豆崎代官と
を置き，それらを郷方自付と検者とによって箆督する体制をとっていた(F22)。そうした代官の
手頭(役務内容)としては，
1.為代官，万事私を構百姓ニ無理を仕置金銀米銭， 自分ニ取替手筋悪敷仕方，堅停
止之事，
以下16カ条にわたって、物成収納上の手続，代官非分の禁止，百姓緊縛の強化，代官手作地の許
可，他領への心遣いなどの紛1い規定がされている(F15)。
次に主水家の屋敷地関係についてふれると，初代の茂里は佐賀市郊外の飯盛の屋敷で生まれ，
佐留志の屋敷で没し， 3代武輿は神l崎君[1牟田ケ里の館で没している。これらは知行地内の屋敷で
あり，それ以降の知行地の替地や佐賀在勤などに伴い佐賀城下に屋敷を構えるに至った。そうし
た城下の屋敷地に関する記事を，断片的であるが，「主水家記録J (M 6)より拾い出すと，
①主水中小路屋敷(本庄)之儀，先年西御茶屋之内，於初殿院居所用ニ相願候(元文3年
10月25臼条)
②主水，高岸抱屋敷之儀，乗輪院様(光茂)御代，曾祖父主水武輿l時代，相願私領三根
郡東津村より代地米11石9升9合差上，抱屋敷ニ仕置{氏依之右者知行所之内ニ而御
座候(元文3. 9， 8条)
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③西御堀端主7)(t色屋敷(享保7. 2， 27条)
④主水屋敷東隅櫓之儀，古主水代(茂里)ニ相雄候由申伝之司王，主水屋敷隅格者，天正
19年当御城術l取立之時， 日峰機(直茂)省主水御相談街l座有相立候(享保12. 4， 16条)
とあり，享保期においては，城下に少なくとも数カ所の抱屋敷をもっていたことが知れる。
次に主水家の本務内での位置およびその軍役関係についてみると，初代茂墜に閲しては，既
述したように，鍋嶋直正とその行動を共にしており，初期においては，鍋嶋生三とともに，その
家老役を果たしていた。しかも茂里の場合，天正12年の島原陣以来，鍋嶋氏の主要なli袋|箪の先手
組であった。先手組は 2組であったが，この関係から，主水家は，近世を通じて，その一方の大
組頭を勤めることになる。 2代めの茂宗に至って，佐嘉吉fl代を勤め， 3代めの武輿に至っては，
慶安2年に三根・養父郡代(究文5年まで)，同3年に長崎街l番，承応1年に政所役，明暦 3年に家
老，寛文3年に諾役家老といった次第で，本港内での最高役務を勤めることになる(J 31)0 4代
めの直朗は小城藩組元茂の末男であり，ほぽ武興と同様のコースをたどったと思われるが，5代茂
清， 6代茂和の頃から，家老格の位置を維持することが困難にな ったようで，先にみたように，
享保期においては，大配分の扱いから小配分に格下げされている。中期以降幕末に至っては，そ
の関連史料が少なし本藩内での正確な位置づけは困難であるが，先手組頭はもちろんのこと，
財政上の各役務を担当していた形跡が多いし，物成高も3000石と回定していたことなどから考え
ても，極端な変化は認められなかったと恩われる。
箪役関係については，先に主7.k家分だけの着到を表示しておいたが，元文5年7月に，本務
御{応分より主水家に対して，その家来{寺井足軽の人数を書き上げさせた写(M6)があ り，さら に
詳細にその内部編成を伺うことができる。それによると，
鍋嶋主水家来
侍14人(組頭無し) 侍15人(石井八太郎組) 1寺10人(祈井伊繊細1) 侍10人(川浪大八与)
侍10人(金原五郎ヱ門与) 侍10人(馬郡貞次郎与) 侍10人(井手藤省ヱ門与)
歩行10人(金原五郎ヱ門与) 歩行10人(富永杢左ヱ門与) 職人10人(井手源左ヱ門与)
弓足軽30人(石井八太郎与)鉄砲足軽30人(池尻辰之助与)長柄鎚足軽30人(相良市左ヱ門与)
足軽10人(徳永儀左ヱ門与) 小道具20人(金原清右ヱ門与)
〆侍79人，歩行20人，職人10人，足軽100人，小道具20人
右之通御座候，以上。
合計229人で(IV)表で明らかな，はぽ固定した人数360人よりずいぶん少なくなっているが，そ
れは，侍79人抱えの足軽などが合算されていないためであろう。こうした編成をもった主水家が
中心となって，本藩の小配分の諸侍・手明鑓及び足軽などが与力となって，先手組が編成されて
いた。 r鍋嶋直正公伝J( 3巻234頁)などによれば，佐賀藩の軍制は，総家臣が御1nu4組，先手組2
組，警固6組，留守組3組の計15組に分けられており，そのうちでも先手組の役務は重要で・あっ
たとしている。その先手組の規模を表(N)と同じ史料にもとづいて表示したものが(V1)である。
ここで特徴的なことは，大組頭の主水家を除〈他の各将士に，年l時によって大きな変動があって
一定していないことと，幕末に近づくに従って，弓・1ii針11.が鉄砲組に肩代りしていくことなどで
ある。この先手組の主水家以外の主な編成を享保 1年の場合(F19)でみると，総人数774人の内
訳は，与(組)代1人，物頭8人，平士32人，医師2人，手明鑓37人，足軽193人，役白書焔包7挺，
同鑓1本，同鍬35具，従者501人，外に馬数43疋，夫丸126人，小荷駄目疋という構成になって
いる。さらにその出陣時における与役付としては， 目付2人，物見弁伎役2人，団居役1人，馬
験 l入，惣小荷駄心遺1人，陣営心遣2人，右手伝2人，惣小荷駄存4人，当用小荷駄存2人，
使役4人，惣馬心遣2人といった役務が定められておった。こうした先手組の将士は，一応、，主
水家が本藩より預っている型となるが，それに対して，藩主から，主水家にて「与中役目J， r与
中定」が定められ，その維持，運用に関しての細かい規定がされておった。一例として. 寛永3
年のもの(F2)を示せば，
[VI} 
鍋向島主水家文書
文 年 メLJ〉、 lロs、 物 馬 手 予夫
2記号5 人
立E F珂 '7 f遣 J/. 鍬 鎌 馬
知切行米 ，g~ 号 数 七 上 鑓 石包
F 1 天和 9 8715 1680 903 14 18 50 209 141 110 10 
。01 32 
F3 JY.}I< 18 16501 1616 12 42 100 235 172 144 。147 0154 2837 
F5 正保2.2 16460 1701 13 45 100 235 171 145 15 146 0158 2822 
F6 " 2.li 11613 1001 9 25 50 155 99 86 10 101 0134 1410 
F8 !袋安 2 11643 1001 9 25 50 155 99 86 10 101 0134 1415 
F9 JZ文 1 13451 1141 8 33 60 165 103 96 10 117 0141 3140 
Fll ノミ平日 3 14965 1244 17 35 60 165 106 107 10 121 01 52 2065 
F14 元被 12 12552 1146 18 33 60 147 (虫食) 99 10 99 0151 1730 
F42 玄暦 10 (44J 826 14 38 60 130 68 105 15 144 144 52 2427 
F49 主歴 12 (4449J 1135 14 43 60 138 95 105 10 99 01 57 2442 
F53 ]~-7k 2 (5379J 1406 22 73 60 162 90 142 10 113 01 9530 
F54 文久 2 [5218] 726 1307 19 60 60 319 
。0110 109 0179 
[iiJ知1m1は物成向。物目白馬上は件剖i雌 ，!.j 1:はそれ以外的騎士。 千明鎚は鉄砲・ 1~*ll に
'1.数ずつrkJ8.される。
1.与之者惣而奉公方ニ精を入自然之l侍用ニも可相立覚悟たる者へ先様其方申次第
可褒美事
1.与内之知行弁切米之遺取，其方へ相任候，若不屈者有之而，於為重科者我等上方
逗留之問たり共，不市開成敗候も不苦候，然時者感、不士甚之儀逐日可承事
1.前より如定置候与之者，訴訟之儀其方承届，我等可申聞事
1.余与より用所之儀相頼候共，為別与頭取次仕間数事
1.与之者余与と御率篇有之儀者，双方与頭以談合可相澄候，若下にて難澄儀候者，
長門守(多久)・右近允・主殿允迄申届，其上にでも様子不相澄候者，至其節我等可
承事，究永3年卯月13日，信波守(1勝茂花tlP)鍋嶋右馬助(茂宗)とのへ
といった、かなり強い権限が大組頭に与えられて，組内の統制lがとられておったことが知れる。
さらに年代が下れば，その規定は，一層詳細となっていく (F4)。
以上，文古内容の概要を紹介しながら，鍋嶋主水家についてその知行 ・軍役関係に中心をお
いて，概略を述べてみたが，なかんずし本文書は，幕務体制下の外様大名の家老格に属するも
のとして，他にもあまり類例をみない武重なものといえる。
〔補記) r鍋向島家文f!?」整理後，他の文書中からその一宮1が新出したので，急拠追補として本目録
に間に合わせることにした。この部分にも， 1't丞で有主主な内容のものが多く， とくに，主水家諸
役人層からの誓詞(起請文)のー岩手は，他に類例をみず， 詳細は省略するが，たいへん珍 しいもの
であることをイ寸言己しておく。
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A 領知
?
????
?。 。???、???
? ? ???〕↓
?
??? ?? ???
書状〔さるしの知行を加世K替知) A2 
鍋嶋信猿守勝茂→鍋嶋主水 (年不詳)3 
月9白 34X 49 1通 (包紙アリ)
三根郡続命院村田畠期限 A3 
田口庄兵衛他2名→ 享保17年3月21日
28X20 1冊目丁
三根郡続命院村田畠出来方本帳 A4 
(年月日不詳 ) 27 X 19 1冊 9丁
三根郡藤倉村田畑本帳 A5 
田口庄兵衛他2名→ 享保17年3月21日
28x 20 1冊54丁
三根郡東献す田畠事候 A6 
草場藤次兵衛他2名→ 寛延2年12月 28 
X20 1冊 141丁
神崎郡野呂ケ星田方本帳
田口庄兵衛他2名→ 享保17年3月21日
28 X20 1冊88丁
神崎君関目ケ星田畠出来方帳
田口庄兵衛他2名→ 享保17年 3月21日
28 X20 1冊 9丁
神崎郡野目ケ里屋鋪畠本帳
田口庄兵衛他 2名→ 享保17年3月21日
28 X 20 1冊13丁
神崎郡本堀村田万本帳 AI0 
田口庄兵衛他 2名→ 手保17年3月21日
28X 20 1冊 150丁
神崎郡本堀村田屋鋪出来帳 All 
田口庄兵衛他2名→ 享保U年 3月21日
28X20 1冊17丁
神崎郡本堀村屋鋪畠本帳 A12 
田口庄兵衛他 4名→ 享保17年 3月21日
28X20 1冊16丁
神崎郡牟田ケ星田方本帳 A13 
田口庄兵衛他2名→ 享保17年 3月21日
27 X 19 1冊80丁
文書 9
神崎郡牟田ケ星田畑出来方帳 A14 
田中庄兵衛他2名→ 享保17年3月21日
28X 19 1冊41了
神崎郡牟田ケ皇屋鋪畠本帳 A15 
田口庄兵衛他 3名→ 享保17年 3月21日
27.5 x 19 1冊52丁
神崎郡牟田ケ皇新町屋鋪帳 A16 
中山惣左衛門他 2名→ 天和3年3月16日
27x 19 1冊 7丁
神崎上西郷小淵ケ里兵龍寺屋敷畠本帳 A17 
兵崎半左衛門他3名→ 天保13年 31X21 
l冊 7丁
御私領神崎郡判偶人別帳 A18 
元治 2年 2月 21 X19 1冊22T
〔天草嶋j京城跡、巡見の報告) A19 
江嶋八兵衛→下村正兵衛 ・井手十郎右衛門
寛文10年5月6日 30X143 1 通
回国上使領中書上控
延宝9年 7月26日 29 x21 1冊24丁
A20 
御登城lt何方倒見姐控
元禄10年別]月29日 28 X21 1情17丁
A21 
A7 
A8 
御料野母椛島高浜ー が肥後領地となる一件
(年月日不詳) 2冊 5通2枚
1 演達覚(年月日不詳)
2 軍合覚(午10月5日)
3 公料村々石高帳写(元禄年中)
4 鍋嶋左太夫他2名書状(9月10日)
5 大木朝恒・鍋嶋親房害状 (10月11日)
6 枝吉三郎右衛門喜一状 (9月27日)
7 姓氏不詳書状(年月臼不詳)
8 長崎港絵図(年月日不詳)
9 長崎港絵図(年月日不詳)
三根郡続命院付〔絵凶〕
(年月日不詳) 36 X 19 1冊24折
A23 
A22 
(1-91 
A9 
三根郡向嶋村〔絵凶 ) A24 
(年月日不詳) 37X19 1 冊~折(一部
欠7 1) ) λ8 
三根郡藤倉村〔絵図) A~ 
(年月日不詳) 37x19 1冊20折
三根郡東津村〔絵図〕
(年月日不詳) 幻 X19 1冊26折
三根郡奇人村〔絵図〕
A26 
A27 
[某村][絵画] A31 
(年月日不詳)36 x 19 1冊目折 鍋嶋主水家文書 47 
(年月日不詳) 36x 19 1冊乙5折
神崎上東郷衣村 〔絵図 〕 A28 
(年月日;不詳) 36x 19 1冊12折
神崎上西郷丙村 〔絵図〕 A29 
(年月日不詳) 36 X19 1冊15折
神崎上西郷野目ケ里〔絵図〕 A30 
(正F・月日不詳) 36 x19 1冊16折
B 藩法令
党〔家中私K徒党誓詞の禁止)(写) Bl 
鍋嶋信機守勝茂→銅l鳥隼人他19名 明暦 2，
年 3月7日 32X234 1通 (丹後守光茂ノ
添害アリ・包紙アリ)
徒〔家中) B2 
鍋嶋主人→池尻玄蕃・下村正兵衛寛文8
年5月1日 30x22 1冊39丁
徒罰 〔家中 〕 ・ B3 
鍋嶋光茂→ 延宝 7年一天和3年 29.5 X 
21.5 1冊26丁
倒領中御高札御文段写 B4 
鍋嶋茂親→ 天和2一正徳、4年 26X19 
1情 24丁
挺訂1(君主中) B5 
相良市左衛門・川浪勧左衛門→ 貞享元年
一同 3年 29・5x22 1冊 33丁
烏子御l仮之内 B6 
鍋嶋茂親役内→ 安永7年写 26.5 x20 
l冊41丁
御当家令条(写) _B7_， 
(年月日不詳) 27X19 12冊(①-4uTl'-'μ 
ψ-43丁③-45丁④-5b丁⑤ 64丁⑥一50
①-58丁@-58丁@-57丁⑮-42丁⑪-56
⑫-51丁
烏子御帳諸算用一通書抜
御調方→ (年月日不詳) 27.5X19 4 
冊〔①31丁② 9丁③8丁④12丁〉
C 藩主書状
B8 
(1-心
書状〔贈答品の礼 )(写) 01 
鋼l鳥加賀守直茂→平源右 (年不詳)6月
18日 32X48 1通
書状〔主水死去の慰め) 02 
鍋嶋信設守勝茂→ひζつちかかさま (慶
長15年)9月8日 36 X55 1通(包紙ア
1) ) 
害状〔主水佑茂皇死去の慰め) 03 
鍋嶋信猿守勝茂→鍋嶋七左衛門 (慶長15
年)9月8日 36X54 1通
書状〔登城の際の乗奥を許す) 04 
鍋嶋信機守勝茂→鍋嶋主7_k 承応 3年10月
7日 38x53 1通
覚〔地米上納) 05 
鍋嶋信濃守勝茂→鍋嶋主水明暦2年 6月
14日 38X82 1通
書状〔家事向依頼) 06 
鍋嶋直大→鍋嶋平五郎明治13年 6月6日
20 X 26 1通
書状〔力日世代官易地銀子贈与の礼状) 07 
鍋嶋信機守勝茂→鍋嶋主7J< (年不詳)3 
月17日 29X46 1通
書状〔在京中の近況報告) 08 
鍋嶋信設守宗茂→な初様 (年不詳)6月
8日 44X58 1通 (11通ノ内)
書状〔八十歳賀の祝状) 09 
鍋嶋信銀守宗茂→な初様 (年不詳)10月
7日 40X108 1通 (1通ノ内 ・包紙アリ
2枚 l通 〕
書状〔伊勢熊禰古のこと) 010 
鍋嶋信機守宗茂→な初傑 (年不詳 )11月
19日 4乙X56 1通 (11通ノ内)
書状〔江戸より帰国の通知) 011 
鍋嶋信機守宗茂→な初様 (年不詳)ロ月
18日 40X54 1通 (11通の内)
書状〔主水病気の見舞) 01? 
鍋嶋信機守宗茂→シ初機 (年月日不詳)
39 X54 1通 (11通ノ内)
書状〔伊勢熊初目見の礼) 013 
鍋嶋信機守宗茂→な初様 (年月日不詳)
34X 102 1通 (11通ノ内 ・礼紙ト モ2枚〉
書状〔伊勢熊目見Kっき礼状の返書) 014 
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鍋嶋信濃守宗茂→b初様 (年月日不詳)
39X53 1通 (11通ノ内)
害状〔昨夜訪問のな礼) 015 
鍋嶋信設守宗茂→な初様 (年月日不詳)
4OX54 1通 (11通ノ内〉
書状〔茶道具送付の礼 ) 016 
鍋嶋信濃守宗茂→な初様 (年月日不詳)
40X54 1通 (11通ノ内)
害状〔贈品の添状) 017 
鍋嶋信猿守宗茂→な初様 (年月日不詳)
40X 54 1通 (1通ノ内 )
D 諸家書状
害状〔年頭挨拶の返害) 01 
鍋嶋備前守直郷→鍋嶋主水 (年不詳)正
月28日 19X48 1通
害状〔年頭祝詞α匡害〕
鍋嶋備前守直郷→鍋嶋主水 (年不詳)2 02 
月朔日 おうく50 1通
書状〔年頭挨拶の返書) 03 
鍋嶋備前守直郷→鍋嶋主水 (年不詳)2 
月3日 36X50 1通
害状〔年頭挨拶状の返書) 04 
鍋嶋備前守直郷→鍋嶋主7.]( (年不詳)2 
月5日 19X50 1通
害状〔暑中見舞の返書) 05 
鍋開制施前守直郷→鍋嶋主水 (年不詳)8 
月15日 19X 50 1通
書状〔諸筋混乱心痛の通知) 06 
鍋嶋市正依充→鍋嶋主7.]( (年不詳)7月
22日 34x46 1通
害状〔馳走の礼状) 07 
市正→鍋嶋主7.]( (年不詳)9月20日 18 
X 62 1通
書状 〔御断書等の沙汰見合の依頼) 08 
市正→鍋嶋主水 (年不詳)霜月12日 15 
X169 1通
害状〔病気治愈後の出船見送りの約束) D9 
鍋嶋直室→鍋嶋平五郎 (年不詳)2月7
日 17X74 1通
害状〔年頭祝詞の返害 l 010 
鍋嶋加賀守直愈→鍋嶋主水(年不詳)2月
19日 40X 54 1通
書状〔大坂表借銀取鋲のため下向) 011 
納富十右衛門・鍋嶋伝兵衛→鍋嶋但馬
(年不詳)8月初日 28X 29 1通
害状〔年頭挨拶の返書) DU 
鍋嶋伝兵衛直房→鍋嶋但馬 (年不詳)2 
月5日 34X44 1通
害状〔御国元儀Kっき出動願) 013 
鋼鳴紀四郎→鍋山駅旦馬 (年不詳)9月5
日 16x 124 1通(包紙アリ〕
書状〔御内話一件家老呼出) 014 
鍋嶋紀四郎→鍋山劇旦馬 (年不詳)極月26
日 17 X120 1通(包紙アリ)
害状〔年頭の挨拶返書) 015 
鍋嶋捨若→鍋嶋主水 (年不詳)正月21臼
29 X52 1通
害状〔君主臣の動向などの近況報告) D16 
鍋嶋半三郎→鍋嶋茂親 (年不詳)如月20
日 16X226 1通
害状〔出船Kっき留守中を頼む) 017 
鍋嶋平五郎→(鍋嶋主水) (年不詳)3 
月25日 30X45 1通
害状〔在京の近況報告) lH8 
鍋嶋三平元茂→斜制鳥係四郎 (年不詳)9 
月朔日 34 X52 1 >庖(包紙アリ)
害状〔来翰の礼と近況宇佐官) D19 
鍋嶋主藤→鍋嶋主水 (年不詳)桁 J~ 16日
34 X 44 1通
害状〔懐中暦恵投の礼) ))20 
鍋嶋弥五左衛門茂償→鍋嶋主7.]( (年不詳)
12月17日 34x46 1通
害状〔留守頗の承諾通知) 21 
鍋嶋越後→鍋嶋主7.K (年不詳)10月16日
17 X 7 1通
害状〔後日の模機街拷味願) 22 
(姓不詳)靭負→鍋嶋主水 (年不祥)晩
秋12日 17X 72 1述
害状〔病気見舞) 23 
(i{:制白兵庫→鍋嶋主7.K (年不詳)萩月 8臼
16 X 88 1通
鍋嶋主水家文書 49 
書状〔社参Kっき来宅を乞う) D24 
鍋嶋若狭→銅l鳥主7J<. (年不詳)春陽5日
17 X 44 1通
害状〔江戸表御供出立) D25 
多久与兵衛→鍋嶋胤之助 (年不詳)7月
29日 28X 36 1通(包紙アリ)
書状〔当秋役儀出遠の通知) D~6 
多久伊豆守茂憐→鍋嶋主水 (年不詳)8 
月4日 16x145 1通
害状〔貸金仕送り状) DV 
多久伊豆茂隣→鍋嶋主水 (年不詳)10月
26日 17x196 1通
書状〔向顔函の竹案借用の礼状) D28 
多久伊豆→鍋嶋主水 (年不詳 )1月10日
l日x51 1通
書状〔御仕組一通之儀差立) D29 
多久伊豆茂隣→鍋嶋主水 (年不詳 )11月
17日 17X70 1通
書状〔御城之模様伺度存候) D30 
多久伊豆茂隣→鍋嶋主水 (年不詳)12月
27日 17Xl42 1通
書状〔江戸より内密儀到来の相談) ?31 
(諌早):豊前→主7J<.様 (年不詳)8月25(1-2) 
日 17X53・16X28 2通
書状〔病気Kっき発鴛出動不相叶〕 只32
(諌阜〉豊前→鍋嶋主71< (年不詳)9月¥l-L:) 
27日 18X192 2通
書状〔病気見舞と登城願) D33 
(諌早):豊前→鍋嶋主水 (年不詳)10月
8日 12X111 1通
書状〔法度街旋VLっき相談の出仕願) D34 
言説早差是前→銅嶋但馬 (年不詳 )1月27日
18X36 1通
書状〔明朝屋形出仕承知J D35 
諌早豊前→鍋嶋但馬 (年不詳)2月3日
16 X 32 1通
書状〔暮頃参上余事申述) D36 
(邸回)城之助→鍋嶋主水 (年不詳)菊
月3日 14X50 1通
書状〔御着坂之段承知) D37 
都田城之助政致→鍋嶋主水 (年不詳)10 
月13日 17X170 1通
書状〔昨夜馬肢の礼状) D38 
郁田城之助→鍋嶋主71< (年不詳 )11月朔
日 1X45 1通
害状〔急用の儀Kっき2亘書 ) D39 
師団城之助→伊豆機 ・主水様 (年不詳)
1月15日 34X45 1通
書状〔病気見舞と出動願) D40 
(村田〉城之助→鍋嶋主水 (年不詳)12 
月24日 15x182 1通
E 藩勤役
定〔家中途判誓詞)(控) 且1
慶安3年12月5日 30x81 1通(包紙ア
リ)
覚〔家中連判中誓詞) E2 
連判中→鍋嶋信濃守勝茂 明暦元年9月23
日 37X175 1通
〔代替!Hてっき先手組誓詞)(控) 凶
(鍋嶋主水)→(鍋嶋光茂) 明婚3年正
月15日 31x97 1通
覚〔五人K家老申付〕 叫
鍋嶋丹後守光茂→神代大罪M也4名 明暦 3
年 8月2日 37X 51 1通
親類並家中へ之口上 回
制t鳥光茂→神代大幸町也4名 明暦3年 8月
2日 37 X 51 1通(包紙アリ )
定〔重臣中連判誓詞)(控 ) E6 
松浦源、左衛門他30名→鍋l鳥光茂万治2年
4月1日 32X 233 1通(包紙アリ〉
覚〔家老中誓詞J(控 ) E7 
元文 4年 8月7日 33X247 1通
覚〔家老中連判誓詞)(控 ) E8 
(年月日不詳) 37X148 1通
前書〔御親類御家老中誓詞〕 凶
(年月日不詳) 33x98 1通(後欠)
〔年若者動方規式) EI0 
鍋嶋吉茂→ 宝永5年3月25日 34x91 
l通
覚〔家替相続後の親類家老中への書出 ) Ell 
鍋嶋丹後守吉茂→鍋嶋山城他10:名 宝永5
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年 6月15日 37X522 1巻
〔馬知長伝馬改帳請取害〕 且12
鍋嶋吉茂→鍋嶋主水享保2年10月22日
44X58 1通(包紙アリ)
三家J親類格之者御域内先鑓乗輿並宗門筈竪紙日13
V亡相願立候始末之事
鍋嶋摂津守直恒 ・加賀守直英→ 享僻0年
27.5 X20 1冊35丁
治茂公御代被召出候人倍叉手明鎚以下立身被仰 1514
付人名書並石数書荻
明和7年享和3年 27・5X 19 1冊41丁
当御代様被召出候人倍又手明鑓以下立身被仰付 1515
候人名並石数書抜
文化2年一文政5年 27X19 1冊25丁
治茂公御代御書附写 1516 
鍋嶋茂親→ 寛政6年 28X20 1冊37丁
害状〔代替りの知行内仕法) 1517 
鍋嶋掃部茂主→井手七郎左衛門 子8月10
日 33X46 1通
三家出米代銀請也限 且18
(年不詳)己年 27XI8.5 1冊 9丁
書状袋 〔御普請の引請け) 1519 
鍋嶋主水佑→多久図書頭 (年不詳 )11月
28日 35活 1 1通
手続書抜〔例代始書上) B~ 
(年不詳)亥7月29日 29 X19 1冊
手覚〔手明鑓頭座席) 1521 
(年月日不詳) 幻 X19 1冊 2丁(後欠)
F 藩軍役
L与着到) F1 
鵡鳩信機守勝茂→鍋嶋右馬助与私元和9
年10月15日 31X2.3.5 1冊2U丁
定〔先手組仕法) F2 
鍋嶋信濃守勝茂→鍋嶋右馬助 寛永3年卯
月13日 39X91 1通
〔与着到) F3 
鍋嶋信獲守勝茂→鍋嶋淡路守・主水佑寛
永18年正月 2日 31 X 24 1冊32丁
与中役白 川
鍋嶋信濃守勝茂→鍋嶋淡路守・主水佑寛
永18年 3月5日 31x23 1冊12丁
〔与着到) F5 
鍋嶋信機守勝茂→鍋嶋淡路守・同主水佑
天保2年 2月25日 29Xお l冊34丁
〔与着歪Ij) F6 
鍋嶋信濃守勝茂→綱嶋主71< 正保4年卯月
23日 29.5X21 1冊20丁
与中之定並役目 F7 
鍋嶋信濃守勝茂→鍋嶋王水佑 正保4年12
月5日 31X23.5 1冊 13丁
与着到 10'8 
鍋嶋信濃守勝茂→鍋鳴主水腹安 2年 9月
20日 30.5X 23 1冊20丁
与着到 1'9 
鍋嶋光茂→鍋嶋主水寛文元年壬8月21日
31 X 22.5 1冊26丁
手頭〔出陣方並出陣留守居役の申付) ~'10 
綱嶋主7.K直朗→池尻十右衛門 ・小宮彦右衛
門延宝 8!if.4月2日 34X98 1通
与着到 1-'1 
鍋嶋光茂→銅鳴主水天和 3年 9月5日
29X 21 1冊30丁
与中定並役目 F12 
鍋嶋光茂→鍋嶋主水天利 3年9月5日
29.5 x21 1冊12丁
写〔家中勤番定書〕
鍋嶋光茂→多久長門他2名 貞享元年10月
26日 16X48 1冊 6丁
組着到 円4
鍋嶋制茂→鍋嶋主71< 元禄12年 9月20日
31X23 1冊34丁
手頭〔代官定書) F15 
鍋嶋直恒→小豆崎村代官へ宝氷4年12月
15日 3りX21 1冊 10丁
馬究方定 F16 
鍋嶋吉茂→神代主膳宝永6年8月15日
29X20 1冊13丁
家中小屋割 F17 
鍋嶋茂主→ 享保元年8月21日 32x22・5
1冊21丁
鍋嶋主水家文書 51 
与中小屋割 F18 組内目付手頭 F32 
鍋嶋茂主→ 享保元年8月21日 32X22.5 鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27X19.5 
l冊 15丁 1冊 2丁
与土手明鑓役目並主従付 F19 組内使番手頭 F33 
鍋嶋茂主→ 享保元年8月21日 32 X21.5 鍋嶋宗教→ 宝暦l昨 4月朔日 27X19.5 
l冊21丁 l冊 l丁
組中定並役目 F20 行列'L;碍(写) F34 
鍋嶋宗茂→鍋嶋主水享保17年 6月3日 鍋嶋宗教→ 宝暦10年4月朔日 27X19.5 
29X 20 l冊 17丁 l冊 2丁
出陣仕組 F21 武具持越心得(写) F35 
鍋嶋茂和→ 享保18年 1月15日 32X22 鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27 x19 
l冊40丁 l冊 2丁
出陣留守倣旦 F22 陣屋心得(写) F36 
鍋嶋茂和→ 享保18年11月15日 31.5X22 鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27Xl9.5 
1冊 11丁 1冊 4丁
組中定並役目 F23 座備，L;待(写) F37 
鍋|鳴宗教→鍋嶋主水寛保元年9月15日 鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27X19.5 
27.5X19.5 1冊18丁 l冊 3丁
土組代手頭(写) F24 役固定(写〕 F38 
鍋嶋宗教→ 宝暦10年4月朔日 27X19 鍋嶋宗教→ 宝潜10年 4月朔日 27X19.5 
l冊 2丁 l冊 9丁
昇並面Ij筒組頭手頑 F25 陣屋坪割定 F39 
鍋嶋宗教→宝峰10年 4月朔日 27X19 鍋嶋宗教→ 宝暦10年4月朔日 27X19.5 
1冊 1冊 1丁
弓組頭手鎖(写) F26 兵糧定(写) F40 
鍋嶋宗教→ 宝燈10年 4月朔日 27X19.5 鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27Xl9.5 
l冊 2丁 1冊 2丁
鉄砲組頭手頭(写) F27 船害l提(写) F41 
鍋嶋宗教→宝盾10年 4月朔日 27X19.5 鍋嶋宗教→ 宝婚10年4月朔日 27X19 
l冊 2丁 l冊 l丁
長柄鑓組頭手頃(:辱) F28 組着歪IJ(写) F42 
鍋嶋宗教→ 宝婚10年 4月朔日 2'7X19.5 鍋嶋宗教→鍋嶋主水 宝庫苦初年 4月朔日
l冊 1丁 27.5Xl9.5 l冊25丁
手明鑓組頭手頭(:与〕 F29 出陣着到 F43 
鍋嶋宗教→ 宝暦10年 4月朔日 27X19.5 鍋鳴宗教→鍋嶋主水宝盾10年4月朔日
l冊 1丁 27X19.5 l冊30丁
陣場，心遣手頭 F30 下知覚書(写) F44 
鍋嶋宗教→ 宝婚10年 4月朔日 27X19.5 鍋嶋宗教→ 宝暦10年4月朔日 27X19.5 
1冊 4丁 1冊 2丁
小荷駄'L，'遣手頭 F31 合図合印覚書(写) F45 
鍋嶋宗教→ 宝麿10年 4月朔日 27 x19.5 鍋嶋宗教→ 宝盾10年4月朔日 27X19 
l 冊 2丁 l冊 2丁
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軍中提(写) "6 
鍋嶋宗教→ 宝麿10年4月朔日 27X 19 
1冊 2丁
兵糧積
鍋嶋宗教→ 宝暦10年4月朔日
1冊 3丁
27x19 
F47 
夫小荷駄渡方(写) F48 
鍋嶋宗教→ 宝暦ω年4月朔日 27x19.5 
1冊 7丁
組着到 F49 
鍋嶋重茂→鍋嶋主水宝暦12年 4月 28x 
19 1冊34丁
預組中定並役目 F50 
鍋嶋治茂→鍋嶋主7.1<安永2年正月15日
26.5 x 18.5 1冊15丁
留守中定条k 1"51 
鍋嶋斉直→鍋嶋主7.1< 文化12年9月 28x 
19 1冊 8丁
軍役(写) F52 
鍋嶋斉直→諌早堂前 ・多久美作 ・鍋嶋主7.1<
文政 6年 8月15日 30 X21 1冊 10丁
組着到写 F53 
鍋嶋斉正→鍋嶋主水嘉永2年 4月11日
33X U 1冊58丁
組着到 F54 
鍋嶋茂実→鍋嶋婦之助 文久2年成9月朔
日 30X21.5 1冊47丁
組中定並役目(写) F55 
鍋嶋茂実→鍋嶋J鷲之助 文久 2年9月朗日
30X乙l目5 1冊11丁
手頭〔勝手方窮乏Kっき新仕組) F56 
鍋嶋吉茂→家中定詰中 (年不詳)己8月
9日 33X 47 1通
口上覚〔先手組跡、式願)(控) F57 
鍋嶋主水佑直朗→ (年不詳)10月14日
33X132 1通
口上覚〔先手組跡式願)(控) F58 
鍋嶋主水佑直朗→ (年不詳)10月14日
33x 132 1通
手頭〔小豆嶋代官) F59 
鍋嶋掃昔日茂主→ (年不詳 )10月15日 35 
X100 1通(後欠)
手頭〔掃部幼少Kっき後見) F60 
諌早豊前→池尻玄蕃 ・小宮彦右衛門 (年
不詳)午極月初日 4Ox55 1通
衡年頭写〔諸役白方〕
(年月間古学) "2-7.5 x19 
②20丁③74丁〉
3冊(①38丁
F61 
(1-3) 
与中役目 F62 
(年月日不詳) 37X250 1通(後欠)
〔弾薬仕方覚書〕
高野兵右衛門安房→鍋嶋主水 (年不詳)
6月7日 J7x51 1通
〔筒火縄改) F64 
(年月日不詳) 28x20 1冊24丁
G 長崎御番
長崎就御香府国以後覚書 01 
鍋嶋信濃守勝茂→鍋嶋山城守他3名 度安
3年10月14日 30X22 1冊30丁
長崎就御番高之仕組(写:) ・ 02 
鍋嶋信濃守勝茂→山城・鍋嶋若狭他 4名
承応3年 6月23日 29.5X21 1通63丁
長崎表江自然、黒船着岸之時仕組 03 
鍋嶋光茂→神し代大手口殿他 4名 寛文元年6
月朔日 30X 22 1冊42丁
長崎御番所記録之内殿様御越之節仕組 04 
正徳3年幻X19 1冊20丁
長崎御番所記録之内側奉行衆御見娼之刻仕組 U5 
正徳、3年三7X 19 1冊 13丁
長崎伺番所記録之内側番渡一通 G6 
正徳3年 27 X 19 1冊38丁
長崎倒番所記録之内仰番請取一通
正徳3年 27X195 1冊 55丁
長崎御番所記録之中内代一通
正徳、3年 27 X 19 1冊20丁
07 
G8 
長崎御番所記録之内船方一通 09 
正徳 3年 27 X 19 1冊 4丁
長崎御番所記録之内定式並不時一通 GI0 
正徳 3年 27 X 19 1冊77丁(細目ア リ)
鍋嶋主水家文書 53 
書状〔アロシヤ船長崎笹備など) G11 
魯文→其7.k (年不詳)2月9日 7 ><160 
l通(前欠)
定〔長崎出張Vてっき家中申渡) G12 
銅i鳥直朗→ (年不詳)子4月22日 32X 
134 1通
害状〔在坂の伺とアロシヤ風説念ど) G13 
鍋嶋半三郎→御父様(鍋嶋茂親) (年不
詳)9月12日 17x222 1通
害状〔国崎表異変Vてっき組々出張)(控)
(年不詳)9月 15x2∞l通
G14 
長崎御番所詰人数同置船1主役者へ申渡候書物 G15 
(年月日不詳) 30X22 1冊21丁
〔長崎港絵図〕 G16 
(年月日不詳 ) Zl.5X18 1冊 9折
H 島原陣役
害状〔有馬陣より軍備品の依頼) Hl 
相市左衛門良将→河但 (寛永15年か)正
月2→日 28X43 1通
害状〔城攻後の普請など報告) H2 
豊新五左衛門→甲斐三兵衛・河嶋三郎右衛
門 (寛永15)正月26日 31X 46 1通
害状〔有馬より米成の籾量を尋ぬ) H3 
相馬市左衛門→戸I嶋三郎右衛門 (寛永15)
正月27日 28X 43 1通
害状〔近t兄報告とど機嫌伺) H4 
相馬市左衛門→河嶋三郎右衛門 (寛永15)
2月28日 29X 45 1通
鍋嶋安芸守与討死手負名付 H5 
寛永15年 3月1B 17 X49 1冊 15丁
有馬原之城手負，)[討死之注文(控) H6 
寛永15年 3月15日 33 X 47 1通(包紙ア
1) ) 
有馬御津中稼段究 H7 
鍋嶋勝右衛門・鍋嶋市佑→ 寛永15年 5月
18日 28x21 1冊 60丁
覚〔有馬御陣のとき銀子拝領の判紙) H8 
鍋嶋信濃守勝茂→鍋嶋淡路守茂宗 (寛永
年)6月21日 38X 52 1通(包紙アリ)
書状〔城乗り模機の報告) H9 
相馬市右衛門→甲斐三兵衛他 2名 (年不
詳)2月21日 30X45 1通
書状〔天王事嶋原巡見下見の報告) HI0 
出鳴入兵衛官也→下村正兵衛・井手十郎右
衛門 (年不詳)5月6日 30 X 43 1通
幕末陣役
大坂天保騒動中之書附写 11 
天保9年8月 27 X19 1冊55丁
大坂古L妨一件〔天保騒動)(写〉 12 
天保9年 8月 Zl.5 x19 1冊 145丁
松倉伊賀守搬御渡攻口割写 13 
慶応元年1月7日 18 x255 1通
御出張日記 14 
草場甫介→ 慶応、2年 6月 14X19 1冊
58丁
朝廷街軍令(写〉 15 
(慶応、3年) 28x19 1冊5丁
御出張御供中衡}合力銀渡方l隈 16 
御出張方→ 厳正、4年 2月 13.5 X37 1 
冊24丁
武州横浜御出張日記 17 
北嶋又兵衛→ 慶応、4年間 4月 13.5 X 9 
l冊72丁
野州今市御滞陣中日記 18 
相良牧太・北嶋又兵衛→ 慶応、 4年 5月18
28 X 19 1冊183丁
野州今市~御滞陣中諸触状写 19 
相良牧太 ・北島又兵衛→ 慶応、4年 5月19
日 25X 17 1冊128丁
婦之助産養役白書附 110 
(慶応、4年)辰6月25日 27X19 1冊 8
丁
絵図〔野州今市御滞陣〕
慶応、 4年 56 x79 1枚
絵図〔野州今市御滞陣絵図〕
慶応 4年 55x72 1枚
絵図〔野州今市街珊陣〕
111 
112 
113 
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慶応 4年 55X72 1枚
絵図〔野州今市御滞陣) 114 
慶応4年 39X70 1枚
J 家由緒
鍋嶋系図〔本家・主水家) J1 
(年月日不詳) 32 X1082 1巻(茂主7
デ)
鍋嶋長庶系図 J2 
北原氏→ (年月日不著) 28Xl99 1巻
(綱茂マデ〉
〔鍋嶋家系図〕 J3 
(年月日不詳) 27 X20 1冊28丁
〔鍋嶋家系図)(写〉
(年月日不詳) f4X348 1巻 (後欠)
大宰都督司馬少卿藤原朝臣系図 J5 
(年月日不詳) 28x555 1巻 (綱茂マデ)
御連枝録〔治茂公) J6 
(年月日不詳) 28X20 1冊10丁
〔鍋嶋主7.K家系図〕
(正徳頃) 40X578 1巻(茂主マデ )
系図〔鍋嶋主水家〕
(年月日不詳) 26X285 1巻 (後欠・茂
主マデ)
系図〔鍋嶋主水家)(写 ) f.~ (1 ) 
(年月日不詳) 29X75 1巻(主水佑茂
和マデ〉 豆旦L小城鍋島家J1冊和大 J9(2) 
石井系図
(年月日不詳) 28 x420 1巻(鍋嶋茂里
マデ〉
〔石井系図〕
(年月日不詳) 41 X634 1巻
石井系図(写)
(年月日不詳) 28 X310 1巻(忠恒マデ)
〔石井系図)(写)
→鍋嶋勝茂 (年月日不詳) 55 X562 
1巻 (前欠)
J10 
Jll 
J12 
縁統書〔石井家)(控) J14 
(年月日不詳) 27 x38 1通 (石井久次
郎マデ〕
鍋嶋直茂公譜 J15 
(年月臼不詳) 295 XL8 1冊37丁 (第1
• 12冊ノ ミ)
鍋嶋綱茂公御年譜(写) J 16
鍋嶋斉直→ 文化1年夏 27X20 3冊 、i部
①-21丁②-105丁③-84丁(欠冊アリ)
茂皇公譜 J 17 
鍋嶋征敏・征典→ 宝永 6年 8月1日
27.5X19 1冊44丁
茂里公年譜 J 18 
長森伝次郎草稿→ 28X21 1冊7丁
〔茂里公略系譜)(写) J19 
(年月日不詳) 26x29 1通
覚書〔鍋嶋茂里年譜)(写) J 20 
(年月日不詳) 29 X 41 1通
神家代々書付〔神代家略言普〕 J 21 
(年月日不詳) 14X58 1通
〔高五J'ls(tL掃部拝命の礼状) J22 
鍋嶋直朗→鍋嶋光茂天和 2年 6月4日
38X 52 1通
書状〔当主K掃部を取立の依頼) J23 
鍋嶋直朗→池尻玄蕃他 3名 貞享 3年 9月
日 32X46 1通
龍造寺的伝(写) J24 
(年月日不詳) 16x 39 1通
三家記録(写) J25 
鍋嶋茂親→ 安永 7年 31X21 5冊 (ψ 仕 5)
お7丁②192丁③a:J2丁④209丁⑤ 187丁 〕
御秘録〔勝茂公覚書) JU 
鍋嶋信濃守勝茂→ *-応、3年卯月朔日 27 
X19 1冊38丁
〔鍋嶋綱茂覚書)(写) Jn 
鍋嶋綱茂→ (年月日不詳) 3乙X75
l通
御代々様覚書 J28 
(年月日不詳) 13x19 1冊39丁(後欠 )
〔鍋嶋主水家由緒書〕
宝永7年間8月下j斡14X41 1冊12丁
鍋嶋主水家文書
鍋嶋茂里伝 J30 
成富清風→ 明治1年 6月6日校 16 ><11.5 
1冊90丁
武興一代之記書入覚 J31 
(年月臼不詳) 28x21 . 1冊 1Z丁
〔鍋嶋歴代議号書上 ) J 32 
(年月日不詳) 31X42 1通(後欠〉
。 。。???
???
?
????? ????
?
?
?
? ?
????
、
?
?
? ?????
家中先祖己来勲功之記録 J34 
天正年中一元禄7 28x 19 1冊145T
??。 。??
????? ，
?
???? 】 ???????? ?
?
?
?
?
?
???
?
? ??
於朝鮮国茂皇公御働之次第 J36 
村上源、太夫茂親→鍋嶋主水佑 明麿3年正
月23日 26X408 1巻
高麗陣頃茂里公御与着到 J37 
村上源太夫茂親→鍋嶋主水佑明暦3年正
月23日 18X495 1巻
高麗陣之比茂里公御与着到 J38 
(年月日不詳) 26 X 92 1通(後欠)
詰伝之覚書 〔柳川戦功記) J39 
鍋嶋婦部内小宮彦右衛門他 l名→ (年不
詳)午6月16日 31><668 1巻
詰伝之覚書〔主水家戦功書上)(写) J40 
鍋嶋帰部内小宮彦右衛門他 l名→ (年不
詳)午6月 31X396 1巻
茂里公御勲功書写 J 41 
鍋嶋頒母 ・銅鳴主馬→ 寛文3年正月9日
27x 19.5 1冊目丁
承伝之覚 〔茂皇勲功書〕
(年月日不詳) 27X20 1冊15丁
J42 
茂盟公久納を抑る説
(年月日不詳) 28 x21 1冊 5丁
J43 
前鍋嶋主7Jく殿武輿御勲功次第 J44 
於t栄作右衛門祭政 ・鍋嶋喜左衛門→ 貞享
2年 11月 9日 36X452 1巻
瑚嶋家勲功覚書 J45 
天明 7年 27 X 19 1十時5丁(8冊ノ内)
55 
戦功書控〔鍋嶋主水家) J46 
鍋嶋主7.1<→ (年月日不詳) 27X 20 
1冊34丁
武興公御懇切書写 J47 
(年月日不詳) 27X20 1冊 9丁
多久長門先祖戦功覚書 J48 
天明 7年 7月 27X凶 l冊53丁 (8冊ノ
内)
先祖戦功書抜〔深堀家 J J49 
鍋嶋志摩→ 天明 7年 8月 27X 19 1冊
80丁 (8冊ノ内 )
先祖戦功覚〔龍造寺家) JW 
鍋嶋安房→ 天明 7年 9月 27X18.5 1 
冊 17丁(8冊ノ内)
先祖戦功覚書〔鍋嶋豊前家) J51 
鍋嶋弥平左衛門→ 天明 7年 9月 27X18.5 
1冊 8丁(8冊ノ内)
後藤家戦功其外覚書 J52 
鍋嶋十左衛門→ 天明 7年 9月 27x 18・5
1冊55丁
後藤家戦功覚書 J53 
天明 7年10月 27X 19 1冊 10丁 (古賀和
十写)
神代家戦攻填外覚書 J54 
神代対馬→ 天明 7年 9月 27x 19 1冊
45丁
戦功書写〔諌早家〕
諌早兵庫→ 天明 7年秋 27X19 1冊ω
丁(8冊ノ内 〉
〔公儀へ感状差出Uてっき口上笑J(控) J56 
鍋嶋直朗→ 天和4年正月 29X437 1巻
書状〔幕府御感状街麗美の品提出 J J57 
木下五共衛 ・中野将監→鍋嶋主水 (年不
詳 )正月27日 21X42 1通(包紙ア リ)
書状〔公儀へ古菩付提出 J J58 
鍋嶋加賀守→紀伊守 (年不詳)2月20日
32X46 1通
書状〔感状古書付など送付拝見の礼 J J59 
鍋嶋十左衛門茂能→鍋嶋主水 (年不詳〉
3月19日 32X102 1通(礼紙 トモ )
書状〔公儀へ感状差出の礼状) J60 
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斉藤彦右衛門・副嶋清左衛門→池尻玄蕃・
小宮彦右衛門 (年不詳)3月19日 32X 
46 1通(包紙アリ )
書状〔御朱印御帳差出の報告) J61 
中嶋二兵衛→鍋嶋主水 (年不詳)閏5月
9日 36x 52 1通 (包紙アリ)
於宝琳院法事之節御目見席之図 J 62 
百武善右衛門→ 文化7年7月 28x54・(1-2)
26X 24 2枚(包紙アリ)
武興公直朗公へ御奉公仕候覚 J 63 
井手十郎右衛門→池尻伝右衛門・小宮彦右
衛門 (年不詳)戊6月25日 27x 21 1 
冊 9丁
御着袴初之式 J64 
(年月日不詳 ) 32X45 1通
武奥様御辞世 J65 
(延宝4年 ) 29X 45 1通
K 家士書状
書状〔役儀向回答書Kついて) K1 
(姓不詳〉魯文→其水 (年不詳)6月18
日 16X152 1通
書状〔鮮魚恵賜の礼) K2 
(姓不詳)魯文→其水様 (年不詳)極月
14日 16X95 1通
害状〔政務向のキ餓) K3 
(鍋嶋)匡→鍋嶋主水 (年不詳)8月21
日 21Xロ7 1通
書状〔内密儀Vてっき来翰返状) K4 
(鍋嶋)匡→銅l鳥主7.k (年不詳)8月28
日 llx88 1通
書状〔年頭の祝詞) K5 
有国八右衛門→鍋自凱E馬 (年不詳)正月
5日 33X44 1通(包紙ア リ)
書状〔年頭の祝詞) K6 
有国八右衛門→鍋嶋但馬 (年不苦手)正月
5日 33x 44 1通 (包紙アリ )
書状〔年頭の祝詞) K7 
有国八右衛門→鍋嶋但馬 (年不詳)12月
17日 34X 44 1通 (包紙アリ 〉
書状〔御前機流産の見舞返状〕
秀嶋九郎右衛門経倫他 2名→鍋嶋但馬
(年不詳)9月5日 31メ42 1通
書状〔公儀転任御祝調整 〕
秀嶋九郎右衛門経倫他2名→鍋嶋低馬
(年不詳)9月23日 31X 44 1通 '. 4 
K8 
K9 r 
p; 
書状〔岩五郎様抱癒快癒の祝品願) K10 
市川平兵衛→鍋嶋但馬 (年不詳)正月 13
日 15x61 1通
書状〔出府Vてっき岩五郎様より贈品) K11 
市川平兵衛→鍋嶋但馬 (年不詳)10月24
日 16X55 1通
書状〔出府K際し奥丸様への贈品の礼) K12 
市川平兵衛→鍋向劇E馬 (年不詳)10月24
日 16X 58 1通
書状〔出府Kっき央丸様より贈品) K13 
市川平兵衛→鍋嶋但馬 (年不詳)11月3
日 16x45 1通
害状〔病気見舞と見舞品献上) K14 
入江又右衛門→鍋嶋主水 (年不詳)菊月
3日 17X50 1通
書状〔大坂着城を賀す) ~5 
石川清九郎正恭・岡部十郎右衛門利宣→鍋
嶋主7.1< (年不詳)5月晦日 31 X 82 
1通
書状〔桜田御屋敷出仕願) K16 
阿部右京 ・納富十右衛門→鍋嶋但馬 (年
不詳)11月15日 16 X 46 1 J息(包紙アリ)
書状〔贈品添状) K17 
原田吉右衛門→鍋嶋主水 (年不詳)文片
25日 16x40 1通
書状〔年頭祝詞の返書) ~8 
河崎権之助祐張→鍋山劇亘馬 (年不詳 )正
月10日 37X 50 1通(包紙アリ)
書状〔凶碁段位繰上げ願) K19 
大国寺周碩→鍋自制E馬 (年不詳)正月28
日 16X92 1通
書状〔年忌の苦手合会へ出席の依頼) K20 
周的→其水様 (年不詳)12月6日 18x 
55 1通
書状〔近日中帰国之由承知) K21 
男公彦凶J'l[l→ 鍋嶋但馬 (年不詳)2月
鍋嶋主水家文書 57 
1日 16 X96 1通〔包紙ア リ)
書状〔年頭祝詞の返書) K22 
三浦備後守→鍋嶋但馬 (年不詳)正月22
E'， 18X 37 1通(包紙アリ〉
害状〔登姫君引越の祝品願〕
大塚権左衛門→鍋嶋1.e.馬 (年不詳)1月
晦日 18X 40 1通
害状〔御国江戸仕与の報告〕
竹野金兵衛→鍋嶋主水 (年不詳)8月20
日 34X46 1通
害状〔在所仰談置の由恭存候〕
藤四郎→鍋嶋主水 (年不詳)10月14日
17 X 42 1通
K23 
K24 
K25 
害状〔今朝御書付披見) K26 
(姓不詳〉六郎兵衛→鍋鳴主水 (年不詳)
8月6日 18X37 1通
L 家勤役
御留守中隣国御出陣仰渡覚書(控) Ll 
寛文9年9月z5日 31X44 1通(包紙ア
1) ) 
御参勤御積目安 L2 
針執鳥十左衛門→竹田文右衛門・嬉野大膳
享保19年 9月 27 x19 1冊 9丁
年行司動方書附写 L3 
年行司同附役→ 明和9年 9月 16X 44 
l冊 11丁
〔新番頭中の刃傷事件報告)(控) L4 
天明 4年 3月24日 14XlOO 1通
溜池倒殿御附〔役人対IJ書上)(控) L5 
溜池衡旋回付→ 文政7年10月 15Xお5
1通
雑事覚書〔留守中〕 L6 
誠明知→ 文化9年 6月 14X19 1冊 25
覚書〔参勤留守中手控〕 L7 
松友舘→ 文化11年8月 13.5 X 18 1冊
26T 
御参勤御留守中手控 L8 
文化14年11月 14X19 1冊 28丁
御留守中手控
文化15年正月 13X19 1冊17丁
請役所出動r凋子控帳
鍋嶋主7.l<→嘉永2年9月 27・5X18
1冊22丁
書状〔御参勤修理御道具誇戻〕
鍋嶋市正敬充→鍋嶋主水 (年不詳 )1月
3日 15X98 1通
Ij~ 御物成 一紙目安
日直応2年11月 30 X92 1通(包紙アリ)
〔禅海院殿手頭を守ること〕
鍋向嗣部茂主→検者へ辰9月朔日 32X 
46 1通
L9 
L10 
Ll1 
L12 
L13 
〔役務遂行の申付け) LM 
鍋嶋掃部茂主→検者子霜月 10日 37X 51 
1通
〔役務遂行の申付け)(控)
鍋嶋直朗→検者子霜月 10日 34X40 
1通
L15 
〔家中狼籍出入の覚書 ) L16 
(年不詳)11月29日 14x38 1冊 3丁
書附写〔津山卯三太刃傷一件 ) L17 
〔年不詳〕子 8月朔日 28X20 1冊 22丁
M 家記録
街港問見入次新帳 Ml 
正徳6年 6月8日 28x20 1冊 2σ丁
御感状長持本帳 M2 
党政6年寅夏 14 X29 1冊19丁
御感状長持本帳 M3 
(年月日不詳) 27.5 X19 1冊46丁
〔詰頭人記録) M4 
鍋嶋主水内池尻玄箸→ 貞享3年 6月一元
禄 2年 8月 27X 19 1冊62丁
御即位付而御勤之記録(写) M5 
小宮彦右衛門→ 宝永8年正月 31.5X 22 
1冊43丁
〔鍋嶋主水家日記) M6 
鍋嶋茂親→ 享保9年一明和 2年 29X20 
58 文書 9
l冊140丁(2冊ノクテ)
目録 M7 
(年不詳)6月7日-8月17日 14X19 
l冊27丁
〔日記書抜) M8 
(年月日不詳) 14X20 1冊69丁
〔御仕与所記録) M9 
鍋嶋家御仕与所→ 文政8年 27X19 
l冊52丁
目録〔鍋嶋武奥様道具) MIO 
(年月日不詳) 37x98 1通(後欠)
N 家財政
〔勝手方備金下賜覚書〕 Nl 
鍋嶋茂親→ 石井又兵衛他7名 天明 4年
9月 12 X291 1巻 (両紙ノ内)
田畑家屋敷売渡手形覚 N2 
助太夫→宮永勝守・ )1浪清左衛門 天保5
年3月 26XI09 1通
白畑売渡手形覚 N3 
平太→宮永勝守・川浪清左衛門 天保5年
3月 2りX99 l通
田畑売渡手形覚 N4 
岩之助→宮永勝守・川浪清左衛門 天保5
年 3月 26X102 1通
連印手形覚〔加地子納入) N5 
平太・助大夫・岩之助→宮永勝守他 3名
天保5年3月 26 X102 1通
神崎郡衣村御手許仕法銀貸附割方帳 N6 
庄屋市右衛門→天保8年7月 幻X19
l冊 5丁
神崎郡曽根外手許仕法銀貸付割方帳 N7 
庄屋次兵衛→ 天保8年7月 27，5X19 
I冊 6丁
神崎謝野目外手許仕法銀貸附割方l限 N8 
庄屋喜三郎→ 天保8年 7月 27.5X19 
1冊 9丁
神崎郡ま自立仕法銀貸付割方帳
庄屋清兵衛→ 天保8年7月
1冊 15丁
27.5Xl9 
N9 
鍋嶋主7.k様御出府東海道人足賃銀勘定帳 NIO 
下村辰右衛門→渋谷志平様天保8年11月
28X240 1巻
詰中組役御加勢クj(:並手男恩湘援 Nll 
元〆方→ 文久2年 3月 27 X 19 1冊11
丁
御借金取引帳 N12 
女手入 2年12月 14x37 1冊 3丁
仮出方銀出入手控帳 N13 
元〆方→ (年不詳)卯正月 13.5X38 
1冊22丁
書状〔七千両地方Kて調達のこと) N14 
魯文→其水 (年不詳)2月15日 7 X130 
1通(前欠 〉
御内達書〔財政向) N15 
(年不詳)己6月 28X19.5 1冊13丁
〔大洪水Kっき大破損ヶ所の書上)(控) N16 
御普請方→ (年不詳〕 申6月 14X442 
l通
〔風災Vてっき米金拝借の次第) N17 
〔年月日不詳) 1争く38 1冊15丁
書状〔借銀返済の利足の定) N18 
鍋嶋主7.1<直朗→池尻玄蕃・小宮彦右衛門
(年不詳)8月6日 32X 48 1通
覚〔借銀百五拾貫目定) N19 
井手九郎右衛門他13名→ (年不詳〉丑8
月24日 28X167 1通
書状〔先代機入用銀調達) N20 
魯文→其水係 (年不詳)9月11日 17x 
108 1通
書状〔大坂表借銀仕損の慰め) N21 
(姓不詳)洪園→英尊君 (年不詳 )1月
6日 16X157 1通
〔飯米銀覚書)(写) N22 
(年月日不詳 ) 25X59 1通
諸方渡方並渡過取直帳 N23 
綾部→ (年月日不詳) 14 X 37 1冊 8
丁
女中日板帳
大井l蝋助→(年不詳)寅9月 27X19 
1冊14丁
N24 
鍋嶋主水家文書 59 
御膳方並女中府道具調子帳 N25 
(年月日不詳) 15 X 37 1冊52丁
修理方書出並乞筈帳 N26 
御用人中修理方→ 慶応、元年5月 13.5X 
37.5 1冊29丁
諸物屋代銀其外渡方帳
修理方→ 慶応元年5月 13.5 X37.5 
1冊22丁
N27 
従元〆方銀品請込帳 N28 
修理方→ 反応、元年5月 13.5X19 1冊
12丁
修理方盤帳
修理方→ 慶応、元年5月 13.5 X 37・5
1冊41丁
御私領御口副其外調達根居帳
元〆方→ 慶応、元年6月 27X19 1冊 2
丁
食用帳
若倉村庄屋和助→ 慶応、元年7月 27X19 
l冊5丁
食用長
続命院村→ 慶応、元年7月 27X19 1冊
30丁
食用帳
衣村庄屋→ 慶応、元年7月 27X19 l冊
12丁
食用帳
曽根ケ里庄屋→ 慶応、元年7月 27X19 
l冊25丁
食用帳
東津村→ 反応、元年7月 27X19 l冊15
丁
N29 
N30 
N31 
N32 
N33 
N34 
N35 
食用帳 N36 
野自ケ里庄屋→ 慶応元年7月 27X19 
l冊25丁
食用帳 N切
村役貞之助→渋谷志平慶応、元年8月 27日一
X720 1巻%盈(34通の食用手形貼付)
食用帳 N38 
向嶋村→ 慶応、元年8月 27X19 1冊14
丁
食用帳 N39 
三根郡寄人村→ 慶応、元年8月・ 2年 2月(1-2)
27 X 19 2冊(①22丁②7丁〕
諸職人目板 N40 
修還方→ 慶応、元年9月 27 X19 1冊乙O
修理方飯和様 N41 
尉太郎→ 慶応元年 9月 13.5X19 1冊
16丁
〔神崎郡本堀村夫筈継立飯米乞筈) ，!，然
本堀村庄屋→御代官御役所 (慶応、2)寅~ . 
4月 幻X120 1巻10通(10通の夫丸使用
手形貼付)
金銀出方帳 月4~
元〆方→慶応、 2年5月一 9月幻x19 、ー~
2冊(①10丁②1丁)
諸銀渡方帳 N44 
納戸方→ 慶応、 2年 5月 13・5X 37 1冊
36丁
砲術稽古文武方賄乞筈 月45
村役巳之助→渋谷志平慶応2年5月 27 " ~， 
X 240 1巻4通(4通の食用手形貼付)
神崎郡本堀村担永様御遊猟入用乞答 N46 
村役美之助→渋谷志平島t、2年 6月
13.5 X38 1冊 2丁
三根郡村々夫筈継立飯米乞筈 ，F11 
向嶋村庄屋米蔵→ 例代官御役所慶応、 2日一
年 6月 27X12ω 1巻98通 (98通の夫丸
使用手形貼付)
野自外・曽根ケ呈・衣村夫飯米乞筈 HNE8 
庄屋治平→御代官倒]役所反応、2年 27X -_. 
80u 1巻57通(57通の夫丸使用手形貼付)
押崎右s本羽村夫筈継立館長米乞筈 ，!'J竺
ヲl分、方村役七右衛門他2名→御代官側役所 U 山
慶応 2年6月 27X515 1 巻3~ (38通の
夫丸使用手形貼付)
御蔵小遣継立乞筈帳 月盟
庄屋半太夫→山口弥左衛門 慶応 2年 6月日目
27 x330 1巻 8通(8通の食用手形貼付)
食用1候 N51 
本堀村庄屋→ 慶応2年 6月 27x 19 1 
冊15T
4位向々入切目安継立 N52 
60 文書 9
元〆方→ 髭応 2年 8月 27X460 1 券~13 (1-13) 
通(13通の霊長米入用覚貼付 )
米乞筈渡方帳 N53 
納戸方→ 慶応、2年 9月 14X36 1冊 3
丁
日板帳 N54 
手男中→ 慶応、 2年 9月 Z7X19 l冊 4
丁
飯粥懐 N55 
手男中→ 慶応 2年10月 Z7X19 l冊 4
丁
飯米帳 N56 
手男中→ 慶応、 2年11月 27 X19 1冊 4
丁
飯米帳 N57 
仲間手男中→ 慶応、3年正月 27X19 
l冊 4丁
外機不時動飯米帳 N58 
中台所方百沢栄介→ 慶応、3年 5月12日
13.5X 38 1冊14丁
諸臨時乞筈手数請帳 N59 
台所方→ 慶応、3年 5月 13.5X38 1冊
~丁
食用帳 N60 
曽根ケ里庄屋和兵衛→ 慶応 3年 5月
27X19 1冊33丁
三根君臨命院村東津村担那様供組袋調方乞筈帳 N61
村役文助他3名→元〆方御役所 慶応、3年
6月 14x37 1冊 5丁
食用帳 N62 
街恥領衣村庄屋治平→ 慶応、3年 6月
27X 19 1冊22丁
食用帳 N63 
衡恥領野 目ケ呈→ 慶応、 3年 6月 27X19 
1冊37丁
飯湘懐 N64 
仲同 ・手男中→ 厳正、 3年 6月 Z7X19 
1冊 4丁
飯米帳
仲間手男中→ 慶応、3年 7月 z7 X 19 
1冊 4丁
食用帳
N65 
N66 
本堀村寺田外庄屋美之助→ 慶応 3年 9月
27x 19 1冊 10丁
詰中日板帳 N67 
台所方→ 慶応、 3年10月 27 x19 l冊 9
丁
詰中日板帳 N68 
台所方→ 慶応、 3年 12月 27X19 l冊 7
丁
詰中日板帳 N69 
台所方→ 慶応、 4年正月 27X18 1冊 10
丁
銀調子帳 N70 
修理方→ 慶応、 4年 5月 13.5 X38 1冊
10丁
神崎郡半田ケ里史緑豊 乞筈私帳 (:TUE 
村役常助他 2名→御私領方御代官御役所 、ー一
慶応、 4年 6月 Z7X590 1巻18通 (18通の
諸品代銀請取覚を貼付)
神崎郡本郷村 ・半田ケ里夫筈継立飯米乞筈 ， ~7] 
村役常助他 4名→御代官御役所 慶応、 4年日一
6月 29X910 1巻58通(58通の夫丸使用
手形貼付)
神崎郡衣村 ・曽根外夫筈継立乞筈 Nη 
村役和助他 5名→御代官御役所 慶応、 4年 lF〓
6月 Z7X1050 1 巻7~盈 ( 70 通の失丸使
用手形貼付 )
三根村之夫筈継立飯米乞筈 N7空
藤倉村村役常吉他l略→元〆方御役所 匪1-sυ
応 4年 6月 26X1580 1巻121通(121通
の夫丸使用手形貼付〉
神崎郡半国外引分方御蔵小遣継立乞筈 ~7~， 
村役三蔵 ・庄屋七右衛門→御元〆方御役所"，...V ，/ 
慶応、4年6月 27X200 1巻 6通(6通の
食用手形貼付 〉
御家中不時動御加勢米渡方1候 N76 
元〆方→ 慶応、 4年 6月 14X 37 1冊
26丁
銀米渡方帳 N77 
明治 6年 9月 14X37・5 1冊20丁
男芸乙恩逮米渡 N78 
明治 6年 9月一 7年 8月 13X幻・5 1冊
3丁
鍋嶋主水家文書
0 家入用
材木通帳 01 
材木屋万七→東御門御屋敷綾部新八 慶応、
元年9月 13x 19 1冊目丁
釘金物其外通帳 02 
橋本常七→綾部新八慶応、元年9月
13.5 X18 1冊12丁
諸色御通帳 03 
あら物屋伊七→綾部新入慶応、元年9月
13.5x29 1冊10丁
策通帳 04 
2程屋喜介→ 慶応、 3年 9月 13 x 17 1冊
10丁
諸方請取継立 (l~S 
綾部新八→ 慶応、 2年 8月 27 X650 1巻
26通(26通の諸方請取覚貼付)
証〔精鏡水代金請取) 06 
東京池之端仲町守田次兵衛→渋谷敏 明治
12年 3月11日 16x33 1通
覚〔与力挑灯張替代請取) 07 
挑灯屋喜右衛門→上 (年不詳)辰5月
26 X34 1通
覚〔染物代銀請取) 08 
染雇惣左衛門→徳永鉄平 (年不詳)辰 5
月Z7X174 1通
覚〔提灯代銀請取) 09 
伊七→徳永様 (年不詳)4月24日 Z7x 
18 1通
党〔陵尺合羽代銀) 010 
(年月日不詳〕 乙7x36 1通(後欠)
〔諸品代銀誇取覚〕
( Jj!J記)→(別記) (年不詳) 26 x 
2010 1巻69通
l 菱屋→上 (正月14日)
2 ヒンヤ商会→上(正月)
3 庄左衛門→上(正月14日)
4 安兵衛→遠田軍八(正月 14日)
5 紺屋平六→上(辰正月20日)
6 大工和七→遠国軍人(正月 21日)
7 佐嘉六成田糸山武入→御屋鋪(辰正月
26日)
011 
(l-ti9l 
8 1事長町尾けや卯七→上 (辰正月26日)
9 新や利助→福地与右衛門(辰正月〕
10 合羽屋忠右衛門→上 (正月27日)
11 塗師藤蔵→上 (辰正月29日)
12 谷口庖→綾部 (正月 〕
13 桶屋和七→上(辰正月 )
14 材木屋高七→遠国軍八(辰2月 )
15 和七→御役人(2月 )
16 榎津町藤吉→上(正月)
17 卯兵衛→上(辰2月〕
18 挑灯屋喜右衛門→上(辰3月)
19 大工和七→綾部新入(3月3日)
20 菱嘉→林(正月 27日)
21 深や惣左衛門→綾部新八(辰3月)
22 仕立や儀八→綾部新入(辰3月23日)
23 仕立や儀八→綾部新入(4月28日)
24 馬郡庖→上(4月朔日)
25 深JI庖→上(閏 4月6日)
26 馬郡庖→上(辰閏 4月8日)
27 庄町茶屋→上(4月8日〕
28 西村庖→上(閏 4月8日)
29 合羽屋忠右衛門→上 (4月)
30 庄町森山覚右衛門→御門内御屋敷(閏
4月)
31 道具屋平三→綾辺新入(閤4月9日)
32 桶屋和七→上(辰4月 )
33 野中出活→上(閏 4月11日)
34 沼谷官次→綾部新八(閏4月 )
35 甚作→綾部(4月10日)
36 卯七→上(閏 4月10日〉
37 卯七→上 (辰正月4日)
38 深川底→上 (閏4月12日)
39 挑灯屋喜右衛門→上(辰閏 4月)
40 和七→御役人(4月14日)
41 今宿酒屋→上(閏月 6日〉
42 高木屋太庖→江口 (辰閏 4月6日)
43 染屋惣左衛門→綾部新入(辰閏4月)
44 八丁馬場染屋庖→上(辰4月)
45 塗師藤蔵→上 (辰4月 )
46 塗師藤蔵→上(辰閏4月)
47 塗師藤蔵→上(辰 2月26日)
48 塗師藤蔵→上 (辰閏4月 〉
49 日雇頭幸右衛門→御出精方役所(閏4
月〕
50 佐嘉入戸薬文→馬郡様御内(閏 4月7
日)
51 元町茶屋→上(辰 4月13日)
52 合羽屋忠右衛門→上(4月16日)
53 高屋岩吉→綾部新八(辰閤4月)
54 仕立屋儀八→綾部新人(閏4月15日)
55 谷口庖→綾部新入(閏4月 )
56 仕立屋儀八→渋谷寛次(閏4月15日)
57 仕立屋儀八→渋谷寛次(閤4月15日)
58 仕立屋儀八→渋谷寛次(閤4月15日)
59 谷口j苫→綾部新入(閤4月)
61 
62 
60 尾械や伝蔵→上(4月お日)
61 金具師東嶋佐助→緩部新入(辰4月)
62 染屋→上(反 5月)
63 かどや作兵衛→綾部新入(辰5月)
64 馬郡庖→上(5月19日)
65 唐物や→上(5月23日)
66 八丁馬場染屋庖→上(辰閏4月)
67 政政六→小宮藤馬(辰4月)
68 材木屋寓七→綾部新人(辰5月)
69 仕立屋儀八→綾部新八(辰 8月6日)
〔諸品代銀請取覚〕
(別記)→(別記) (年不詳) 26x 
1410 1巻町通
1 借物屋佐市→上(辰4月)
2 禽や岩吉→綾部新入(4月29日)
3 呉服町荒物や→上(4同〕
4 紺屋町喜助→上て辰 4月)
5 織屋小助→上(辰3月〉
6 森→鍋嶋様御屋敷(辰 4月朔日)
7 森庖→上(閤 4月3日)
8 八丁馬場保屋庖→上(閏月 5日)
9 野外町かまぼこや→ f閏月 7日〉
10 八丁馬場染や→上(閤 4月6臼)
11 木や兵蔵忠蔵→織部新入(閏月 7日)
12 八丁馬場染や→上(閏月 9日〉
13 八丁ばは森酒場→上(閏月中)
14 樺町酒や政平→上(閏 4月10日)
15 八丁はは染屋庖→上(辰閏月10日)
16 桝屋→上(閏月11日)
17 染屋庖→上(閏月 11日)
18 酒や政平→上(閏月 10日)
19 染や底→上(閏 4月11日)
20 八丁馬場染や→上(閏月 8日)
21 西魚町増や→上(閏月 8日)
22 (欠)→(欠)(閏月13日〉
23 染や庖→上(閤 4月13日〉
24 染や庖→上(閏4月13日)
25 染や庖→上(閏月14日)
26 酒や政平→上(閏4月20臼)
'l.7 松永庖→上(辰 4月)
28 織屋小介→伺j役所(閤4月〉
29 炭川町鍛治屋→上(5月)
30 材木町筆や→上(5月)
31 染屋→上(5月10日)
32 染屋J苫→上(5月28日)
33 染屋庖→上(5月29日)
34 桶屋和七→上(6月3日)
35 桶屋和七→上(辰6月)
36 谷口庖→綾部(5月)
37 谷口底→綾部新入(6月〉
&i 谷口底→緩部新入(6月)
:D 山口庖→上(辰6月28日)
40 花や政右衛門→上(辰6月)
41 倉谷平左衛門→上(6月21日)
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42 点合町焼物ゃ→上(6月26日〉
4弓 両や広吉→綾部新入(6月24日)
44 花や十兵衛→綾部新八(6月27日〉
45 槽物屋佐市→上(辰7月)
46 下村庖→上(辰7月23日)
47 西ノ魚町徳平→東御門内役人(7月11
日)
48 紙屋忠次郎→上(辰7月)
49 1由屋新吉→綾部新入(辰6月〉
50 長蔵→綾部(5月2日〉
51 材木や笹や→上(6月5日)
52 {舎物や才一→上(辰6月29日〕
53 材木や筆や→上(辰6月)
54 槍物や才一→上(辰7月)
55 西魚町増屋→上(辰7月10臼)
56 下村庖→上(辰7月27日)
57 指物屋利平→上(辰7月)
58 指物産利平→上(辰7月)
59 下村→上(辰8月18日)
60 深川底→上(8月20日〉
61 桶屋和七→上(辰8月)
62 下村→上(辰8月20日)
63 下村庖→上(辰8月25日)
64 倉谷喜助→上(辰 8月28日)
65 才一→上(辰8月28日)
66 森庖→上(8月晦日)
67 紙屋久介→上(8月25臼)
〔諸品代銀請取覚) 013 
(別記)→(別記) (年不詳) 24 X (1-48) 
1:D0 1巻48通
1 信や才市→上(辰4月12日)
2 八丁馬場道具屋→松永大六(辰4月14
日〉
3 八丁馬場道具屋→綾部(辰4月14日)
4 亀屋彦蔵→上(4月13日)
5 亀屋彦蔵→上(4月15日)
6 茶屋吉兵衛→上(辰4月15日)
7 岩松平吾→上(4月〉
8 中嶋平兵衛→御庭方役人(4月14日〉
9 金具師東嶋佐助→綾部新入(辰4月〉
10 薬師鏡膳所→上(辰4月13日〉
1 酒屋政平→上(4月15日)
12 呉服町やき物屋→上(4月15日)
13 佐賀材木町成吉→上(辰4月15日)
14 元町藁屋→上(4月15日)
15 深川j苫→上(4月15日)
16 柳町道具や→上(4月15日)
17 酒屋政平→上(4月15日〉
18 森庖→上(辰 4月16日)
19 酒屋政平→上(4月16日)
20 酒屋政平→上(4月17日)
21 森酒場→上(4月13日)
22 酒屋政平→上(辰4月18日)
23 桝屋→上(4月18日)
鍋嶋主水家文書
24 酒や政平→本郷の御屋敷(4月19日)
25 呉服町やき物屋→上(4月19日)
aJ 松永庖→(4月初日)
'2J 森→鍋嶋機御屋敷(辰 4月20日)
28 酒屋政平→上(4月20日〕
29 森→鍋嶋機倒屋敷(4月20日)
30 森庖→上(4月20日〕
31 酒屋政平→上(4月20日〉
32 酒屋政平→上(4月22日〕
33 森→鍋嶋様御屋敷(辰 4月22日〉
34 借物や左一→上 (4月22日〉
35 森酒場→上(4月24日)
36 元町茶や→上(4月24日〉
37 森庖→上(辰4月25日)
38 森庖→上(辰 4月25日)
39 森底→上(辰 4月27日〕
40 藤本忠左衛門→上(4月28日)
41 森庖→樋井(4月29日〕
42 仕立屋儀八→綾部新八(閤 4月朔日)
43 仕立屋儀八→上(閏 4月)
44 樋屋和七→綾部新入(辰4月〉
45 染屋惣左衛門→綾部新八(閏4月朔日)
46 樋屋和七→上 (辰4月〕
47 谷口庖→綾部新入(4月29日)
48 塗師藤蔵→上(辰 4月)
49 道具や清八→上.(4月14日)
〔諸品代銀請取覚〕
(対IJ記)→(別記) (年不詳) 13X 
980 1巻57通
1 (欠)
2 精振買→ ( 8月1日)
3 かまや庖→上(8月1日〕
4 精→ (8月1日)
5 岸川町鶴吉→ ( 8月1日)
6 野口庖→上(8月2日)
7 政吉→ ( 8月3日〉
8 深川庖→上(8月3日)
9 中村l苫→上(酉8月3日)
10 野口庖→上 (8月4日)
11 深川庖→上(8月4日)
12 深川底→上 (8月5日〉
13 精藤七→ ( 8月6日)
14 野口庖→上(8月6日)
15 源助→ ( 8月7日)
16 小城横町重蔵→ ( 8月7日)
17 早津庖伝助→ ( 8月7日)
18 鶴吉→ ( 8月8日〉
19 丸木屋→上(8月8日)
20 東京佐賀材木町→上(8月8日)
21 ちとせや緩平→上(8月9日)
22 馬郡庖→上 (8月9日〉
23 深)1庖→上(8月9日)
μ 馬蔵→ ( 8月9日)
三5 安兵衛→上(箇 8月9日)
014 
(1-5η 
26 佐賀呉服町副島→上(酉 8月9日)
'2J 野口J苫→上(8月9日)
28 かまや庖→上(8月10日)
29 ますや→上(欠)
30 深川底→上 (8月10日)
31 佐賀白川町深川庖→上(8月10日〉
32 佐賀白川町深川底→上(8月9日)
33 藤野屋→上(酉 7月10日)
34 振貫→ ( 7月10日)
35 元町大の屋→上 (7月12日)
36 鶴や→上(8月13日)
37 精藤七→ ( 8月12日)
38 精藤七→ ( 8月13日〕
39 政吉→ ( 8月13日)
40 川上弥三→ ( 8月14日)
41 桝屋→上(8月16日〕
42 佐嘉道祖元町深川底→上(8月14日)
43 佐嘉道祖元町深川庖→上 (8月16日)
44 (欠)
45 鶴屋→上(酉 7月16日)
46 森田庖→上(酉 8月16日)
47 野中山→上(8月16日)
48 野口庖→上(8月24日)
49 かちゃ→上(8月24日)
50 深)1→上(8月25日)
51 鶴や→上(8月16日)
52 諸畠伊田や→客(8月16日)
53 諸畠伊田や→客(8月16日)
54 作右衛門→ ( 8月17日)
55 ~劫→( 8月17日)
56 ちとせや→上(8月20日〕
57 野口庖→上(8月20日〕
〔諸品代銀請取覚 〕
(月1后己)→(別記) (年不詳) 30x 
2047 1巻83通
l 塗師藤蔵→上(卯 9月)
2 佐嘉富町伊丹→上(卯9月25日)
3 桶屋和七→綾部新入 (9月 〕
4 藤本忠左衛門→上(卯 9月)
5 土橋主?としゃ→上(卯 9月)
6 桝屋→上(卯9月29日)
7 佐嘉宮町伊丹→上 (卯月 5日)
8 柳町嘉助→上(卯10月 )
9 森庖→熊之助様御屋敷 (10月15日)
10 茶屋文右衛門→上(卯10月15日)
11 訟乙しゃ利助→上(卯10月25日)
12 森庖→上(卯10月25日〉
13 野外町かまぼζや→上(卯 10月26日)
14 樺町山口J苫→上(卯10片aJ日 )
15 材木町筆や→上(10月26日)
16 成富庖→上(卯10月29日)
17 谷口庖→上(卯10月29日〉
18 谷口庖→綾部新入(卯10月)
19 森居→上(卯10月29日)
63 
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20 藤本忠左衛門→上(10月)
~ 1 薪や利助→上(卯10月)
2 森庖→東御門内御屋敷(9P1月 4日)
23 元町大野庖→上(卯1月4日)
24 森庖→上(卯1月5日)
25 元町楽や→上(卯1月6日)
26 栄林→上(卯1月)
27 森庖→上(卯1月 6日)
28 森庖→上(91)1月 9日)
29 森r.5"→上(卯1月 9日)
30 野外町かまほとや乙吉→上(卯1月9
日)
31 森庖→上 (1月10日)
32 森j吉→上(.¥1)1月10日〉
33 森庖→ (卯1月1日)
34 御作手方→(1月12日)
35 合羽屋忠右衛門→上(11月9日〕
36 合羽屋忠右衛門→上(卯1月10日)
37 材木町筆屋庖→上 (1月1日)
38 谷口庖→綾部新八(卯1月12日)
39 借物屋佐七→上 (1月)
40 橋本常七→綾部新八(卯1月12日)
41 森庖→上(卯1月13日)
42 寓や岩吉→綾部新八(卯1月14日)
43 酒屋政平→綾部(卯1月14日)
44 森庖→上(卯1月15日)
45 笹屋庖→上(卯1月21日)
46 森j苫→上(!JrJ 1月25日)
47 酒屋l改平→上(1月28日〕
48 点合町笠屋庖→上 (卯1月14日)
49 点合町笠屋庖→ (欠)
50 伊豆屋源六→上 (1月14日)
51 藤本忠左衛門→上 (1月)
52 桶屋和七→綾部新入(卯1月)
臼傘屋→上(卯1月)
54 谷口庖→綾部新八 (1月)
55 上林→上(卯12月)
56 薪や利助→上(卯1月)
57 酒や政平→上(卯 12月3日)
58 上林→ ( 12月4日)
59 上林→ ( 12月4日)
60 森庖→上(卯12月5日)
61 笹屋庖→上(卯12月8日)
62 紺屋町余勢山→上(卯12月18日)
63 森庖→上(卯12月15日)
。4 ーノ橋愛助→上(卯12月15日)
65 本堀村庄や己之助→綾部新入(12月12
日)
66 続命院村庄や栄蔵→綾部新入 (12月12
臼)
67 続命院村栄蔵→綾部新八(12月23日)
68 山口庖→上(正月13日)
69 山口庖→上(正月14日)
70 谷口j苫→綾部 (12月 )
71 御乗物師清左衛門→綾部 (卯12月 )
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72 材木屋安兵衛→ (卯12月)
73 1創作手方→ ( 12月)
74 岸川町安兵衛→東御門内御屋敷(12月
23日)
75 鍛治常七→綾部新入(卯12月)
76 谷口庖→上(12月27日)
力 藤本忠右衛門→ ( 12月21日)
78 畳屋讃吉→綾部新入〔卯12月〉
79 塗師威蔵→上(卯ロ月)
80 塗師藤蔵→上(卯 12月)
81 合羽屋忠右衛門→上(卯12月)
82 紺屋町かどや作兵衛→綾部新八(卯ロ
月)
83 桶屋和七→綾部新人(卯12月)
〔諸品代銀請取覚〕
(男IJ記)→(対IJ記) (年不詳) 14X 
お2 1巻10j盈
l 大工米吉→松永六郎(午1月8日)
2 藤七郎→上(11月5日)
3 馬郡庖→上(午1月1日)
4 金物や→上 (1月1日)
5 鍛治→上(欠)
6 松屋→松永六郎 (1月9日)
7 森屋→上(午1月13日〉
8 肴屋→上(1月13日)
9 庶務掛手男吉太郎→鍋嶋平五郎(午1
月8日〕
10 文野一左衛門→(欠)
〔諸品代銀請取覚〕
(別記)→(別記) (年不詳) 27x 
1610 1巻71通
1 槍物屋佐七→上(12月)
2 森庖→上(卯12月29日)
3 1由や久左衛門→上(卯 12月〕
4 水町庖→上(12月29日)
5 柳町嘉助→上(卯12月)
6 六座町笠や→上 (12月29日〉
7 石井久米十→東側門御屋敷(卯12月)
8 紙屋久蔵→上(12月27日)
9 中嶋町笹や→上(正月60日)
10 儀八→渋谷菅次(1月)
1 儀八→渋谷菅次(12月〕
12 谷口庖→上(辰正月 2日)
13 森庖→上(卯12月29日)
14 森→上(卯12月晦日)
15 酒屋政平→上(正月 4日)
16 酒屋政平→上(正月 4日)
17 谷口庖→綾部機(辰正月 5日〉
18 道具屋平三→上(辰正月9日)
19 長屋→上(辰正月13日)
20 酒屋政平→上(正月12日)
21 天満屋庖→上(辰正月 13日)
22 山口庖→上(辰正月13日)
016 
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23 山口広→上(辰正月14日)
24 森庖→上(辰正月 15日)
25 元町茶や→上 (辰正月 7日〉
26 馬郡厄→上(辰正月 20日〕
27 森庖→上(辰正月 20日)
28 山口底→上(辰正月2泊)
29 山口庖→上(辰正月26日)
30 岸)11町安兵衛→上 (辰正月)
31 藤本忠左衛門→上(正月27日)
32 道具や平吉→上(辰正月)
33 紙屋忠次郎→上(辰正月)
34 仕立や儀八→綾部新八(辰正月)
35 天満屋l苫→上(辰正月11日)
36 谷口!苫→綾部(正月)
37 角屋岩吉→綾部新入(辰2月)
38 山口庖→上(2月5日)
39 森庖→上(2月6日)
40 原ノ町徳助→上(2月 )
41 森庖→上(2月25日)
42 山口庖→上 (2月27日)
43 藤本忠左衛門→上 (2月27日)
44 谷口底→綾部(2月)
45 森庖→上(2月晦日)
46 谷口l苫→綾部新入(2月30日)
47 仕立や儀八→綾部新入 (3月2日)
48 挑灯屋喜右衛門→上(辰 3月)
49 染屋惣左衛門→綾部新八(辰3月)
50 石田庖→上(3月13日)
51 森→上 (辰3月15日)
52 鉢屋市兵衛→上(辰3月)
53 岸川町鋳懸屋→上(辰3月)
54 蓮池城屋町常七→上(3月21日)
55 たたみや広吉→綾部新八(辰3月)
56 森→上(辰3月25日)
57 大野庖→上(3月25日)
58 森庖→上(3月26日)
59 藤本忠右衛門→上(3月28日)
60 鶴丸庖→上(辰3月25日)
61 西町庄→ ( 3月26臼)
62 稽屋才一→上(2月19日)
63 傘屋→上(3月〕
64 野中庖→上(4月4日)
65 森庖→上(4月11日)
66 佐嘉東魚町勘為屋→上(辰4月11日)
67 中嶋町印や→上(辰4月11日)
68 信物屋才一→綾部新八(4月13日)
69 森酒場→東御門内御屋敷役所(4月16
日)
70 瓦物屋徳助→上(辰 4月14臼)
71 大橋なζし屋→上(4月14日)
〔筈紙使用覚) 018 
永田源之丞・宮富忠一郎→衡粗方 (年不(l-31
詳)寅 6月 27X745 1巻33通(33通の筈
紙使用覚貼付)
申7月以後御仕払帳 019 
(年月日不詳) 14X38 1冊55丁
〔衆落焼田中氏略系) 020 
(年月日不詳) 27 x38 1通
P 寺社
〔愛宕山大権現神供料米寄附状) P1 
鍋嶋主7.1<.佑直朗→観照院日善上人御房延
宝9年 3月19日 1通
口上書〔愛宕宮へ米l5石寄附状 ) P2 
池尻木工右衛門他2名→観照院日善上人御
房延宝9年 3月19日 31X 50 1通(紙
背ニ臼普上人ノ請取書アリ)
愛宕山大権現へ紺紙金泥経寄進状控 P3 
鍋嶋主水佑直朗内室藤原氏女→愛宕山大権
現鋲座観照、院常住延宝 9年3月吉辰
37 X51 1通 (包紙ア リ)
愛宕宮勧誘並観照、院鎮座由来 P4 
観照院16世日延→ 宝永 3年10月11日
33 x174 1通
口達〔松原社年祭着座) p5 
鍋嶋縫殿助他 2名→ (年不詳)寅6月
16X44 1冊 4丁
書状〔年始の御祈緯申入) P6 
相寿院→中井清太夫 (年不詳) 31 X 46 
1通
書状〔自午庵を末寺l候K書載) P7 
天祐寺香林→妙本寺 (年不詳)霜月11日
29 X <:3 1通
天祐寺物語。 P8
天祐寺住職八谷大麟→ 大正6年 4月刊
20x 14 1冊 19頁
Q 儀礼
信機守機元服の着座次第(控) Q1 
寛文7年 12月25日 32 X44 1通
定式御献上其外一通〔公儀御動)(写) Q2 
鍋嶋信濃守重茂代→ (宝臆1年カ)
28X19.5 1冊91丁
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御滞府K付取計之手続書
文政 7年秋 14 X38 1冊17丁
御入輿方街民一通其外控
文政8年おX16 1冊15丁
書状〔腫雲様御遺物の報告〕
徳永介右衛門→金原五郎右衛門他 2名
(年不詳)6月20日 28X42 1通
Q3 
Q( 
Q5 
御即位御祝儀御献上之記録(写) Q6 
(年不詳)10月4日 27 x19 1冊157丁
R 茶事
書状〔御帰国Vてっき贈品の礼) R1 
薮内紹智→鍋嶋但馬 (年不詳)2月2日
16 x72 1通
書状〔年頭祝詞返書) R2 
薮内紹庵→鍋嶋但馬 (年不詳)2月15日
32 X 41 1通
書状〔参上延引の頗) R3 
薮内紹奔→相良牧太 (年不詳)2月18日
16Xl05 1通
於料守寺村崎朴哉持出夕飯後之茶 R( 
(年不詳)2月20日 17 X46 1通(後欠)
書状〔贈品の礼と病状の報告) R5 
霊長内紹替→洗心庵 (年不詳)3月25日
18x 72 1通
書状〔茶馳走と贈品の礼) R6 
→鍋嶋氏 (年不詳)3月晦日 34 X44 
1通
書状〔茶のととと贈品の礼) R7 
薮内紹庵→ (年不詳)4月3日 20x76 
1通
書状〔訟茶進上の招待) R8 
鍋嶋左近大夫直朗→飛騨守 (年不詳)9 
月12日 37x51 1通
害状〔茶席招待の返書) R9 
(姓不詳)宗魯→ (年不詳)9月17日
19X34 1通
書状〔茶の湯招待〕
→鍋嶋但馬 (年月日不詳) 20x35 
1通
R10 
会席附飛文 Rll 
心j武主人→ 文イ¥j.5年2月吉辰 13x35 
l冊 8丁
あ心庵会附 R12 
文政2年卯夏 14 X19 1冊28丁
当流点前目録 1t13 
文政2年9月 25x55 1通
東都会席附 Rl( 
洗心主人→ 文l改2年霜月 14 X 19 1冊
14丁
者援配達記 R15 
仙風閣→ 文政7年 14 X29 1冊24丁
京大坂会席附
文政8年10月21日 11 x26 2通
燕庵〔茶会〕
文政8年12月11日 17 X124 1通
弥姫様御茶会席
文政9年 2月24日 16X87 1通
横尾勘兵衛〔茶会〕
(年不詳)亥正月初7 15x65 1通
独清庵宅〔茶会〕
(年不詳)2月7日 16X103 1通
如月廿六日〔茶会〕
(年不詳)2月26日 32 X43 1通
1.16 
(1-2) 
R17 
lU8 
R19 
R20 
R21 
三月朔日イ山風閣〔茶会) H22 
(年不詳)3月1日 14X35 1冊 3丁
於叉隠石翁玄室追悼〔茶会〕 回 3
文殊院→以心庵宗匠 (年不詳)3月4日
13X38 1冊 5丁
四月八日御会席 問 4
(年不詳)4月8日 32 X46 1通
御会席〔茶会目録〕 R25 
(年不詳)4月8日 32X46 1通
国安御父子殿〔茶会〕 R26 
(年不詳)4月23日 16xl20 1通
佐々木勘兵衛宅〔茶会〕 R27 
(年不詳)5月8日 28X38 1通
備力殿所少時の茶 乱28
鍋嶋主水家文書 fil 
(年不詳)5月10日 28X38 1通
究員寺亭〔茶会〕 乱29
(年不詳)5月日日 16 X75 1通
八月二目前山杢左衛門会席 R30 
(年不詳)8月2日 lOX126 1通
品心庵三畳敷夜会 R31 
(年不詳)9月1日 16X 103 1通
九月十二日〔茶会〕 R32 
(年不詳)9月12日 37 X44 1通
イ山風閣会席 R33 
仙風閣主人→ (年不詳)9月20日 llX 
27 1冊 5丁
河内屋宗爾茶 R34 
(年不詳)10.月11日 14Xω 1冊 8丁
燕J奄会席 R35 
(年不詳)10月15日 32X45 1通
十月十六日夜会 問 6
藍内順古他 3名→ (年不詳)10月16日
17 X 70 1通
〔茶会目録〕 R37 
(年不詳)10月18日 16 x77 1通
燕庵〔茶会目録〕 氏38
(年不詳)10月25日 30X43 1通
寛舞桜会席 R39 
(年不詳 )10月27日 32X45 i通
十一月十三日口切燕庵〔茶会〕 R40 
(年不詳)11月13日 :Ji X50 1通
西本願寺御門跡調茶 氏41
(年不詳 )11月15日 36 X50 1通
〔茶会白録〕 乱42
(年不詳)ロ月 5日 32X 45 1通
十二月十六日夜〔茶会〕 R43 
(年不詳)12月6日 32x46 1通
藤堂佐渡守様街号事 RH 
(年月日不詳) 32X43 1通
厳内作兵衛茶 R45 
(年月日不詳) 15x63 1通
百会〔利休茶会)(写) R46 
(年月日不詳) 27X20 1冊31丁
筒井三郎兵衛白銀荘〔茶席) R47 
(年月日不詳) 12x 35 1冊 5丁(包紙
アリ)
諸家会席附
(年月日不詳) ロx34 主体字三f
6~ 
〔茶会目録綴〕
(年月日不詳) 16X75 9通
〔茶会目録〕
(年月日不詳) 32X 44 1通
後座入〔茶会〕
(年月日不詳) 32 X 4:'1 1通
石橋やしき会席
(年月日不詳) 16 x3J5 1通
十月三日正午口切〔茶会〕
(年月日不詳) 32X45 1通
燕庵〔茶会目録〕
(年月日不詳) 16 X43 1冊 2丁
献立〔茶会〕
(年月日不詳) 17X65 1通
R48 
(1・6)
R49 
(1-9) 
R50 
R51 
R52 
R53 
R54 
R55 
覚〔茶釜代金支払) R~ 
加賀や源、兵衛→松村様御役人中 (年不詳)
11月4日 16X 21 1通
〔茶作法次第書〕 R57 
(年月日不詳) 14X99 1通
池田炭〔茶作法〕 乱58
(年月日不詳) 28X35 1通
薮内すひっ〔茶作法〕 R59 
(年月日不詳) 18X38 1通
知新庵茶会記 R60 
(年月日不詳) 17 X85 1通
御物御茶師〔書上〕 R61 
(年月日不詳) 15X38 1冊
千家四駕 R62 
(年月日不詳) 28X39 1通
茶室其外図品々 R63 
(年月日不詳) 15枚
68 文書 9
風煉灰之図
(年月日不詳) 26X37 1枚
又隠水屋写並銭図
(年月日不詳) 27X70 1枚
〔茶作法図〕
(年不詳)9月 27X 222 1枚
〔茶作法図〕
(年月日不詳) 28X39 2枚
L茶作法図〕
(年月日不詳) 27X35 1枚
書状〔茶室寸法Kついて〕
宗魯→雪経 (年月日不詳) 17X38 
1通 (後欠)
〔茶道具目録〕
(年月日不詳) 15X210 1通
茶左右礼止経善
薮内竹翁→ (年月日不詳) 19 X88 
1通
会席道具附
(年月日不詳) 16 X 130 1通
姐り炭書附
(年月日不詳) 28x 20 1冊3丁
諸会席附写其外
(年月日不詳) 17X13.5 1冊10丁
家本立花生花之米自
(半月日不詳) 27X19 1冊15丁
茶具価附書抜
(年月日不詳 ) 27X20 1冊 5丁
必j鍵図
(年月日不詳) 26X37 1枚
R64 
R65 
乱69
R67 
Q吃)
R68 
R69 
乱，70
R71 
R72 
R73 
RH 
R75 
R76 
R77 
〔茶作法覚書〕 町 8
(年月日不詳) 19X72 1通(前欠 〕
尋沓〔茶作法〕 町 9
(年月日不詳) 16X31 1通 (後欠)
S 書巻
~E~湯軍記(写) Sl 
南里氏源、有 (年月日不詳) 【1-3)
29X21 3冊(①25丁②28丁③33丁)
覧元事言己抜ヰ(写) S2 
寛永9一万治元 28xa 1冊47丁
時務管見・選土法議(写) S3 
古賀弥助 (年月日不詳) 27 X19 
1冊23丁 (古賀穀堂カ)
荒政要覧(写) S4 
(年月日不詳) 27X19 1冊20丁(巻ノ
5ノミ)
太上感応篇序(写) S5 
(年月日不詳) 31 X 22 1冊14丁
観顕在推義(写) S6 
(年月日不詳) 32X23 1冊14丁
訳語太上感応篇倭字序(写) S7 
(年月日不詳) 31X23 1冊 5丁(一部
ノミ〕
酔翁亭記〔漢詩書巻) S8 
(年月日不詳) 29X742 1巻
独楽園記〔漢詩書巻〕
(年月日不詳) 29x742 1巻
〔漢詩語裳)(断筒)
(年月日不詳) 31X22 1冊10丁
春日同詠輿遊未央
(年月日不詳) 33X46 1通
〔乗翰院機追善和歌)(写)
中院前大納言通茂→ (年月日不詳)
19 X 50 1通
〔和歌書留)(控〉
(年月日不詳) 2以 75 1通
〔和欽短冊書係)(写)
(年月日不詳) 31X23 1冊 6丁
〔和歌狂歌草稿〕
(年月日不詳) 32 X46 1通
S9 
S10 
S11 
S12 
S13 
S14 
S15 
相k太郎〔歌謡) S16 
(年月日不詳) 19X52 1通
鍋嶋主水家文書 69 
T 雑
書状〔相馬大作倦山騒動の報告)(控)
(文政5年 9月) 17 X 125 1通
鹿児島藩横山正太郎建言
庚午7月22日 28X19 1冊 3丁
T1 
T2 
害状L薬調合進上の通知) T3 
初岡提翁→宮永勝守 (年不詳)9月20日
17X42 1通
書状〔街陸足軽大術課業相伝)(控) T4 
(年月日不詳) 18 X 10 1通(後欠)
文書断片
(年月日不詳) ?通 r守芳J
U 追補
門香定目(控) U1 
相良市左衛門・小宮彦右衛門→ 宝永4年
極月25日 27・5X128 1通(貼紙2枚〕
定〔晶崎御番) U2 
鍋嶋主水→ (年不詳〉寅 9月15日
33 X180 1通
定〔長崎御番) U3 
鍋嶋主水→ (年不詳)辰9月15日
32X125 1通
敬白天罰起請文前書之事(控) U4 
鍋嶋直朗→鍋嶋光茂・綱茂延宝9年 6月
5日 31.5 X90 1通(包紙アリ)
起請文前書〔到一流) U5 
中野神三郎兼明他 121名→ 明和5年9月
一天明 8年11月 32.5 X 625 1通(石清
水宝印紙)
条k (到一流起請文) U6 
相浦源、之丞他 1~名→鍋嶋主水 寛政5年 5
月一寛政5年間11月 31 X 160 1通(熊野
宝印紙)
条々〔到一流起請文) U7 
香月七太夫他225名→ 寛政9年 6月一文
化12年正月 28X1360 1通(熊野牛王宝
印紙)
条々〔到一流起請文〕 U8 
鍋嶋因幡英輝→鍋嶋主水寛政10年 9月23
日 34X107 1通
条k (到-Vlfje請文〕 U9 
鍋嶋対馬賢在→綱嶋主水 文政5年 9月11
日 32X90 1通
起請文前書〔到一流〕 U10 
渡辺喜一郎他87名→ 文政6年 6月 文政
ロ年9月 31X515 1通(石清水宝印紙)
〔仕組所仕法)(控) U11 
御仕組所→ 文政11年 26 X402 1通
起証文前委〔到流) U12 
大工棟梁原又次郎→ 文政13年 8月28日
32.5X 287 1通(石清水宝印紙)
手頭 L先手組足軽)(写) U13 
鍋嶋直朗→足軽天保1年1月 26x 66 
1通(包紙アリ)
〔到一流起誇文)(断簡)
(年月日不詳) 2通
U14 
(1-2) 
〔主水家諸役人起請文) uo 
(別記)→鍋嶋主水家当主 (1-辺)
牛王宝印紙継合 81通
1 (役不詳)一元禄17年 4月(1通)
2 年寄一宝永5年 9月一嘉永 1年 6月
( 1通)
3 御月外御納戸買物使・御納戸台所並御
イ遣方・合取一延享 2年 5月一嘉永
1年 6月(3通・後欠)
4 御手医師・御膳番御料理人一延享2年
閏12月一嘉永 1年6月(2通)
5 役人・勘定究一寛延 1年10月一嘉永 1
年6月(2通)
6 検者目付・検者・郷目付一寛延 1年10
月一嘉永 1年6月(3通・後欠)
7 御馬役・御到来役・御馬奉行~!i_馬乗一
寛延 l年10月一嘉永 l年 6月(3通
.前クミ)
8 検者・郷目付一明和 1年 8月一嘉永l
年6月(2通)
9 衡i挟箱之者・倒草履取・御鴛寵之者
安永3年9月一嘉永 1年 6月(3通)
10 御膳方・賄方一安永3年9月一嘉永l
年6月(2通、 1、2共前欠・神文
欠)
11 小k姓・小々姓目附一安永 7年3月一
嘉永 l年 6月(2通・後欠〉
12 諸職人・御作事方・本圧御屋鋪畠方一
安永7年12月一嘉永 l年6月(3通)
70 
13 御歩行目付・下目付・ flJ突目付・簡略
目付~判突役一安永 7 年12月一嘉永
1年 6月(4通)
14 猟方奉行並付役・猟目付一安永7年12
月一嘉永 1年 6月(2通 )
15 御門番一安永7年12月一嘉永1年 6月
( 1通 )
16 於初様志波屋御山方役・山方主主下山留
総山留一安永7年12月一嘉永 1年6
月(3通・後欠)
17 御印役一安永7年12月一嘉永 1年 6月
( 1通・後欠 )
18 本正鎖口番・鎖口番・御内小姓・御内
年寄一年月日不詳(4通 )
19 御普請方・代官・役人手伝一寛政3年
10月一嘉永1年6月(3通)
20 酒通・切皮屋・椛屋.71由屋・木屋・鍛
治・たはと屋一寛政3年11月一嘉永
1年 6月(7通・後欠 )
21 家老一寛政3年(1通 )
2 村横目・庄屋一寛政4年9月一嘉永1
年 6月(2通)
お 御{右筆・御状方・御側方一天保5年9
月一嘉永 l年 6月(3通)
24 御目見通中一天保5年9月一嘉永l年
6月(1通 ・後欠)
25 御衣裳方・仰賦具役・御膝物他年寄附
-研一天保7年9月一嘉永 1年6月
( 5通)
26 代官一天保7年9月一嘉永 1年 6月
( 1通 )
27 判突目付一天保7年9月一嘉永 1年6
月(1通 )
28 御域内・高岸両御屋鋪番一天保7年 9
月一嘉永 1年6月(1通 )
29 茶道方一嘉永 l年6月(1通 )
30 例目附ー(年月不詳)( 1通・後欠)
31 本庄御料理人 ・板前役・町方納戸役一
(年月不詳)( 3通・前欠・後欠)
32 (牛王宝印紙)(断簡) 嘉永1年 6
月(9通)
奉再願概略〔借金残の下賜) U16 
宮富忠平→鍋嶋仁台閣下 明治12年2月11
日 26x38 1通
上埼上東郷上西郷下郷山城殿私領土田〔覚書) U17 
(年月臼不詳) 13.5X 32 1通
書状〔近況報告) Uq 
宮永艶子→宮永安太郎 (年月日不詳〉
17 X47 1通
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